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第１章 第二次事前評価調査団派遣の概要 

１‐１ 調査の目的 
イエメンにおける初等教育（G1‐G6）の純就学率は 67％、成人識字率は 46％と教育関連指標が極

めて低い。特に男女間及び都市地方間の格差は非常に大きく、学齢期女子児童のうち実際の就学者は、

全国平均では 55％、地方では 30％にとどまっている。 
同国では、2015 年の基礎教育（G1‐G9）完全就学達成を目指して 2002 年に BEDS を策定し 2002

年には EFA-FTI 対象国に選ばれた。現在 BEDS 第 1 フェーズ（2003 年～2005 年）が進行中で 2006
年からは BEDS 第 2 フェーズ（5 年間）が予定されている。WB、オランダ、イギリスによる BEDP
をはじめ各ドナーも BEDS 支援を開始している。 
しかしながら、行政能力は中央、州、郡の各レベルにおいて低く、地方（州・郡）、学校における

具体的な BEDS 事業計画の立案・実施はあまり進んでいない。重点課題の一つである地方分権もあ

まり進んでおらず、教育行・財政の非効率性も顕著である。 
我が国は、これまでイエメンにおいて学校建設等への協力を行ってきたが、2003 年 10 月にプロジ

ェクト形成調査を実施し、地方における教育行政のキャパシティビルディングとこれを通じた就学向

上（特に女子）支援の必要性を確認し、技術協力を実施することとした。2004 年 10 月の第一次事前

評価調査では、MoE との協議の結果、サイトをタイズ州とすることで合意し、他ドナーとの調整も

行った。 
今般の第二次事前評価調査は、今後の R/D 署名に向けてプロジェクトサイトや具体的協力項目、

さらに PDM・PO（案）の作成といったプロジェクトの詳細につき先方関係機関と協議のうえ合意す

ることを目指すものである。 
第二次事前評価調査の具体的な派遣目的は以下のとおりである。 

② 協力内容についてバ側関係機関と問題分析・目的分析を行い、共通のプロジェクトコンセプ

トを構築する。 

② プロジェクトサイトにおける基礎教育行政の実施体制並びに学校・コミュニティの現状と課

題を確認し、プロジェクトの妥当性を詳細に検討する。 

② プロジェクトにて実施する具体的活動及び期待される成果につき関連機関と協議・設計し、

あわせてモニタリング評価の指標についても検討する。 

 

１‐２ 調査団構成 

担当分野 所属・職位 氏名 

団長 JICA 人間開発部第一グループ長 萱島信子 

協力企画 JICA 人間開発部第一グループ基礎教育第一チーム職員 小泉高子 

プロジェクト効果分析 インテムコンサルティング 小島京子 

女子教育／ジェンダー 日本開発サービス 野々口敦子
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１‐３ 調査日程 

活動 
萱島団長 小泉団員 小島団員 野々口団員 月日 

（05/02/04-05/02/09） （05/01/28-05/02/10） （04/12/23-05/03/25） （04/12/16-05/03/10） 

      12/23 日本発→現地調査 12/26 日本発→現地調査 

1/28 金   日本発→バンコク着     

バンコク発→ドバイ経由

サナア着 
  

AM：日本大使館報告（プロジェクト基本計画説明、コンサルタント中間報告）
1/29 土   

PM：ドナー会合（プロジェクト基本計画説明、意見交換） 

AM：MoE 表敬 

1/30 日   PM：Ministry of Civil Service and Insurance 表敬、

Minisitery of Finance 表敬 

PM：GTZ の活動ヒアリン

グ 

AM：National Womens' 

Committee 訪問 

AM：PCM ワークショッ

プ準備 

AM：National Womens' 

Committee 訪問 1/31 月   

PM：PCM ワークショップ準備 

2/1 火 

2/2 水 

2/3 木 

PCM ワークショップ（MoE） 

2/4 金 日本発→バンコク着 資料整理 

2/5 土 

バンコク発→ドバイ経

由サナア着、日本大使

館・国際計画協力省表

敬 

イッブ州 GTZ 活動視察

（ソーシャルワーカー研

修、父母会メンバーとの

面談） 

日本大使館・国際計画協

力省表敬 

イッブ州 GTZ 活動視察

（ソーシャルワーカー研

修、父母会メンバーとの

面談） 

2/6 日 PDM・PO 協議 

2/7 月 PDM、ミニッツ協議 

2/8 火 ミニッツ署名 

2/9 水 サナア発→ドバイ着 調査継続 調査継続 

2/10 木 アフガン出張 日本着     
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第２章 調査結果 

２‐１ プロジェクト実施の基本的枠組み 
 
現地調査及び先方関係者との協議の結果、プロジェクト実施の基本枠組みについて以下のとおり先

方と合意に達した。 
 

２‐１‐１ 背景 

イエメンは 2002 年に BEDS を策定し、ドナーグループの支援を受けつつ包括的な教育開発計画に

着手し始めたところである。BEDS の最終目標は 2015 年に基礎教育の完全就学を達成することであ

るが、そのためには現在 55%程度である女子教育の就学率の改善が必須である。女子を取り巻く状

況は多様であるので、女子教育の改善には学校やコミュニティレベルでニーズを吸い上げ柔軟に対応

することが重要であり、またそれを可能にする州や郡教育局の行政能力の向上が必要である。 
従って、今次プロジェクトは、昨年 10 月に対象州として選定したタイズ州において、州教育局の

キャパシティビルディングを図り、教育へのコミュニティ参加の促進と学校運営能力の改善を通じて

女子の就学改善を図るものである。 
 

２‐１‐２ プロジェクトタイトル 

今次調査の結果、女子教育改善を目標とし地方教育行政や学校/コミュニティの能力向上を図るプ

ロジェクトの内容が明確になったこと、また行政・学校・コミュニティが地域ぐるみで女子教育拡充

を促進するアプローチが形成されたことにより、プロジェクトタイトルを以下の通りとすることとし

た。 
Broadening Regional Initiative for Developing Girls’ Education (BRIDGE) Program in Taiz 

Governarate（タイズ州地域女子教育向上計画） 
 
英文略称の BRIDGE は、格差の克服（bridge gaps）を意識したもので、イエメンにおける男女間並

びに地域間の教育機会の格差是正に資する基礎教育協力のタイトルとして適切なものと考えられる。 
 

２‐１‐３ 協力期間 

2005 年 6 月頃から、3.5 年間を予定 
 

２‐１‐４ プロジェクトの目的 

タイズ州（対象郡）において女子教育改善のための学校/コミュニティ主体の地方教育行政モデル

が開発される。  
 

２‐１‐５ プロジェクトの活動内容 

③ 州教育局／郡教育局からの働きかけにより以下の活動を実施する。 
• 学校単位での学校改善委員会／父母会の組織化 

• 学校改善委員会／父母会の提案による女子教育改善パイロット事業の実施 

• (パイロット事業の例：地域の啓蒙活動、女子教員の増員、教員の能力向上、フェンス／トイ
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レ等の施設改善、女子への学用品支給、母親の識字／技能訓練等) 

③ パイロット事業を通じて、女子教育改善のための経験の蓄積を図り、学校／コミュニティ主体

の有効な女子教育改善戦略を作成するとともに、州教育局の行政能力向上を図る。 

③ 事業を通じて行われる各種訓練活動や広報活動、成果の共有活動は必要に応じて、対象郡/対

象校以外の地域においても実施し、プロジェクトの成果を広くタイズ州内で共有する。 

注）対象郡は 6 郡を選定予定。対象校は対象郡の中で 30‐80 校程度を選定予定。 

 

２‐１‐６ 日本側投入予定 

• 専門家派遣：教育行政、女子教育、コミュニティ参加他 
• 研修員受け入れ：2‐3 名／年程度 
• 機材：モニタリング活動用車両等 
• 現地業務費：パイロット事業経費他 
• なお、本プロジェクトは業務実施契約による実施を予定している。 

 

２‐２ プロジェクト実施に当たっての留意点 
２‐２‐１ 社会的文化的側面への配慮 

女子教育の改善はイエメンが策定している BEDS においても最も重要な課題の一つとして認識さ

れており、この認識は教育本省やドナーコミュニティのみならず、タイズ州教育局においてもまた調

査時に訪問した州内の学校現場においても広く共有されていた。従って、この時期にイエメン国にお

いて女子教育の改善に取り組むことは時宜を得たことであると思われる。しかしながら、女子教育の

改善に取り組むことは、地域社会の社会的文化的な側面に触れる性格を有しているので、常にこの点

に留意しながら事業を実施することが重要である。 
 

２‐２‐２ ドナー協調への参加と事業成果の共有 

イエメンの教育分野では BEDS の作成やその後の BEEP、BEDP 等の教育支援プログラムの実施を

通じて、ドナー連携の体制や互いの成果を共有する環境が出来上がっている。本プロジェクトで実施

する地方教育行政強化、女子教育支援、コミュニティの教育への参加促進といった領域についても、

既に GTZ、UNICEF、WFP 等を始めとして他ドナーが他州において実施している先行事例があり、

これらの成果（マニュアル等の教材、養成された人材、成功/失敗を含む経験例）を JICA の事業にお

いても十分に活用することが重要である。また、これらの事業間の調整や国レベルでの教育改革（例

えば教員の雇用配置政策等）への支援についてもドナー間で取り組まれているところ、本プロジェク

トにおいても積極的にこうしたドナー共同の取り組みに協力することが望ましい。 
 

２‐２‐３ 女子教員の雇用促進 

女子教育促進の阻害要因は多くあるが、その中でもっとも大きいのは女子教員の不足である。この

ことは各種の就学統計において女子教員の割合と女児児童の割合が見事に正比例することからも明

らかである。この点については既にイエメン MoE も認識しており、そのための方策を検討している

ものの、資金不足や柔軟な教員採用/配置の困難さから、根本的な解決策を見出すには至っていない。
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従って、MoE による地方部での女子教員の急速な増員が困難な現状のもとで、本プロジェクトにお

いては、学校やコミュニティレベルでの女子教育改善の可能性を探るものであり、その中には学校委

員会や父母会によるボランティア女性教員雇用（地方部には広く存在している）によるテンポラリィ

な解決方法も含まれる。一方で、MoE とドナーコミュニティによる女子教員増加のためのタスクチ

ーム設置の情報もあることから、こうした中央レベルでの検討状況についてもプロジェクトでフォロ

ーしていくことが適当である。 
 

２‐２‐４ タイズ州教育局の実施体制 

本プロジェクトの C/P 機関はタイズ州教育局である。タイズ州教育局は既に日本の学校建設無償の

ソフトコンポーネントの C/P 機関でもあり、ある程度日本の協力になれている側面はあるものの人材

の不足は否めない。特に本プロジェクトにおいては、女子教育とコミュニティ参加をつかさどる部署

の参画が必須であり、これらの部署における英語能力を備えた優秀な職員の増員が、プロジェクトの

円滑な実施には必要である。 
この点については、今次調査においてタイズ州教育局及び教育本省に強く申し入れているところで

あり、実施協議調査においても引き続き確認の必要がある。 
 

２‐３ 今後の予定 
2005 年 3 月 16 日まで コンサルタント団員による補足調査 

3 月下旬 実施協議調査（R/D 協議） 
4～6 月  本邦にて実施コンサルタントの選定 
6 月  プロジェクト開始 
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添付資料２．コンサルタント報告書（教育行政／プロジェクト効果分析） 

 

目 次 
  
第 1 章 基礎教育行政の現状と課題........................................................................................................89 

1-1. イエメンの基礎教育行政................................................................................................................89 

1-1-1. 基礎教育開発政策 .................................................................................................................89 

1-1-2. 教育省と関連組織 ..................................................................................................................89 

1-1-3. 教育財政 .................................................................................................................................91 

1-1-4.教育制度（就学前～高等教育） ...............................................................................................92 

1-2. タイズ州教育行政の現状と課題 ....................................................................................................93 

1-2-1. 教育局の組織体制 .................................................................................................................93 

1-2-2.タイズ州財政と教育予算...........................................................................................................96 

1-2-2-1.タイズ州教育局(GEO)の運営管理費....................................................................................97 

1-2-2-2.郡教育局 (DEO)運営管理費 ...............................................................................................98 

1-2-2-3.基礎･中等学校における児童生徒の家庭からの徴収金(スクールフィー).........................100 

1-3.タイズ州教育局の行政技術・業務能力の現状と課題...................................................................101 

1-3-1.地方教育政策策定能力 .........................................................................................................101 

1-3-2. タイズ州版 BEDS の実施状況 .............................................................................................101 

1-3-3.統計調査技術 .........................................................................................................................102 

1-3-4.学校建設計画（スクールマッピング）と実施能力 ...................................................................103 

1-3-5.教職員採用・配置計画と実施能力.........................................................................................103 

1-3-6.女子教育推進計画策定・実施能力 .......................................................................................103 

1-3-7.教育現場と教育行政における公正 ........................................................................................103 

1-3-8.学校運営管理と教育の質.......................................................................................................103 

1-3-9.入学支援と中退者対策、及び地域住民参画促進 ................................................................103 

1-4.タイズ州教育行政における教育事業関係組織 ............................................................................104 

1-4-1.ローカルボード(州議会)・ローカルカウンシル（地方議会）....................................................104 

第 2 章 タイズ州 3 郡（沿岸部･農村部･都市部）における課題分析ワークショップ結果 ......................105 

2-1.タイズ州における課題分析ワークショップの方法と実施状況 .......................................................105 

2-2. 問題分析と目的分析結果............................................................................................................105 

2-2-1. 問題分析結果 .......................................................................................................................105 

2-2-2. 目的分析結果 .......................................................................................................................108 

2-3. 女子教育促進を妨げる原因と開発課題 ..................................................................................... 110 

2-3-1. 教育アクセスと質と効率性の問題 ........................................................................................ 110 

2-3-2. 男子生徒一人当たりの女子児童生徒比率 ......................................................................... 111 

2-3-3. 保護者とくに父親の共学への抵抗....................................................................................... 111 

2-3-4. 女子教員の極端な不足 ........................................................................................................ 112 

2-3-5.児童労働と中退 ...................................................................................................................... 112 



 

- 86 - 

2-3-6.早期婚と貧困 .......................................................................................................................... 112 

2-3-7.学校教育への理解（男児優先、学校教育への期待度の低さ、親の非識字） ...................... 113 

2-3-8.学校教育の質と学習意欲(ソフト及びハード)......................................................................... 113 

2-3-9.教育行政において未開発である女子教育推進・中退対策・地域住民参画指導技術 ........ 113 

第 3 章 中央教育省における PCM ワークショップ結果 ........................................................................ 114 

3-1. 関係者分析・問題分析・目的分析............................................................................................... 114 

3-2.解決策の分析とアプローチ選択.................................................................................................... 114 

3-3. プログラム･デザイン ..................................................................................................................... 115 

3-3-1. 協力の目標 ........................................................................................................................... 115 

3-3-2. 成果(アウトプット)と活動指標................................................................................................ 116 

第 4 章 日本側協力案･検討結果（目的・アウトプット・パイロット事業概要・留意点)........................... 118 

4-1. 女子教育促進のための行政能力育成（アウトプット１） ............................................................... 118 

4-2. 女子教育促進のための地域住民参画活性化（アウトプット２） ................................................... 118 

4-3. 女子教育促進のための学校運営改善（アウトプット３） ............................................................... 119 

4-4. ジェンダー・貧困・環境などへの配慮 .......................................................................................... 119 

4-5. 類似案件からの教訓の活用とドナー協調................................................................................... 119 

第 5 章 五項目による事業事前評価 .....................................................................................................120 

5-1. 妥当性 ..........................................................................................................................................120 

5-2. 有効性 ..........................................................................................................................................120 

5-3. 効率性 ..........................................................................................................................................121 

5-4. インパクト.......................................................................................................................................121 

5-5. 自立発展性 ..................................................................................................................................122 

第 6 章 対象 6 郡と、対象サブディストリクト･学校の選定 ....................................................................123 

6-1. 事業対象 6 郡の選定方法と選定結果 ........................................................................................123 

6-2. 今後のサブディストリクト・学校選定の方法と留意点...................................................................124 

第 7 章 支援対象 6 郡の概況 ...............................................................................................................124 

7-1. Maawiyah 郡.................................................................................................................................127 

7-2 Same 郡...........................................................................................................................................127 

7-3 Maqbanah 郡...................................................................................................................................127 

7-4 Al Makha 郡....................................................................................................................................128 

7-5 Al Waziiyah 郡................................................................................................................................128 

7-6 Dhubab 郡.......................................................................................................................................129 

第 8 章 事業のベースライン･エンドライン調査・モニタリングと合同評価..............................................130 

8-1. ベースライン・エンドライン調査 ....................................................................................................130 

8-2. モニタリングと合同調整委員会・運営委員会 ..............................................................................131 

8-3. 合同評価調査 (Joint Evaluation Study of the Program) ............................................................131 

第 9 章 添付参考資料 ............................................................................................................................132 

9-1.タイズ州教育局各部署の主要業務と課題（面談調査結果） ........................................................133 

9-2.タイズ州内 23 郡の教育従事者数と対象 6 郡の組織･業務 .........................................................136 



 

- 87 - 

9-3.タイズ州地方行政組織体制と職員構成 ........................................................................................143 

9-4.沿岸部 Dhubab 郡での課題分析ワークショップ(問題分析･目的分析系図)の結果....................144 

9-5.農村部 Maqbanah 郡での課題分析ワークショップ(問題分析･目的分析系図)の結果................150 

9-6.都市部 Al Mudhaffar 郡での課題分析ワークショップ(問題分析･目的分析系図)の結果 .........156 

9-7.中央教育省での PCM ワークショップ(関係者分析・問題分析･目的分析系図)結果..................162 

9-8.本計画対象 6 郡の選定概容.........................................................................................................165 

9-9.本計画対象 6 郡のサブディストリクト・村・学校資料 .........................................................169 

9-10.評価五項目の基本概念...............................................................................................................181 

9-11.収集資料リスト...............................................................................................................................182 

9-12.主要面談者とワークショップ参加者 .............................................................................................184 

9-13.調査日程（2004 年 12 月 16 日～2005 年 3 月 24） ....................................................................186 

 



 

- 88 - 

 

図・表一覧 

図 1.教育省組織図（2005 年 3 月現在） ...........................................................................................90 

図 2. イエメン国教育制度図 .............................................................................................................92 

図 3. タイズ州教育局組織図（2005 年 3 月現在） ...........................................................................93 

図 4. タイズ州議会（ローカルボード）運営管理体制組織図 .........................................................104 

図 5. タイズ州地方議会（ローカルカウンシル）運営管理体制組織図 ..........................................104 

図 6. BRIDGE プログラムのコンセプトマップ .................................................................................122 

図 7. イエメンの年間降水量 ...........................................................................................................125 

図 8. イエメンの民族・宗派分布図 .................................................................................................125 

 

表 1. イエメン国 BEDS の概要 .........................................................................................................89 

表 2 . 2005 年度の教育省州別予算 .................................................................................................91 

表 3. タイズ州 GEO の主要室・部署と主要業務 .............................................................................94 

表 4. タイズ州 23 郡の郡教育局組織概要 ......................................................................................95 

表 5. 学校･郡教育局(DEO)・州教育局(GEO)・教育省間の定期的な活動報告 ...........................95 

表 6. タイズ州（Local Authority）の 2003 年～2005 年の歳出･歳入状況.......................................96 

表 7. タイズ州教育局 (GEO)2005 年度・運営管理費予算 ............................................................97 

表 8. 郡教育局 (DEO) 2005 年度・運営管理費予算 .....................................................................98 

表 9. 2005 年度の教育関係職員給与体系・教育省予算（給与テーブル） .....................................99 

表 10.タイズ州の地域参画・学内試験費（学校徴収金）.................................................................100 

表 11.タイズ州の新学期登録料（学校徴収金）...............................................................................100 

表 12.タイズ州の売店設貸料（学校徴収金） ...................................................................................100 

表 13. 2004～2005 年度のタイズ州版 BEDS 計画・実施状況概要 1 ...........................................101 

表 14. 2004～2005 年度のタイズ州版 BEDS 計画・実施状況概要 2 ...........................................102 

表 15. タイズ州でのワークショップ参加者......................................................................................105 

表 16. タイズ州のタイプ別基礎教育学校と女子生徒の対男子生比率 ........................................ 110 

表 17．タイズ州の男子生徒一人あたり女子児童生徒比率の変化 ............................................... 111 

表 18. タイズ州の女子教員 1 人あたり女子児童数....................................................................... 112 

表 19. サナア（中央）でのワークショップ参加者 ............................................................................ 114 

表 20. Program Design Matrix(PDM)の事業概要 .......................................................................... 116 

表 21. 本計画対象 6 郡選定結果 ..................................................................................................123 

表 22. 本計画対象 6 郡のサブディストリクト・村・学校の概要 .......................................................126 

表 23. Maqbanah 郡 Bani Sala のｼｰｽﾞﾅﾙｶﾚﾝﾀﾞｰ............................................................................128 

表 24. Dhubab 郡 Dhubab 村の女性の一日...................................................................................129 

表 25. ベースライン・エンドライン調査概要 ...................................................................................130 

表 26. モニタリング概要 ..................................................................................................................131 

 



 

- 89 - 

第 1 章 基礎教育行政の現状と課題 
 

1-1. イエメンの基礎教育行政 

 
1-1-1. 基礎教育開発政策 

イエメンは現行の国家上位計画「第 2 次 5 ヵ年計画(2001-2005)」、「イエメンビジョン 2025」、及

び「貧困削減ペーパー」(PRSP)において、基礎教育を国家経済発展と貧困削減のために必須

の開発分野であると認識し、優先開発課題に位置づけている。 
上記「第 2 次 5 ヵ年計画(2001-2005)」、「貧困削減ペーパー」(PRSP)の計画・戦略方針のもと

で、2002 年に 10 ヵ年プログラム「基礎教育開発戦略」(Basic Education Development Strategy: 
BEDS)が策定され、実施されている。 

同 BEDS 戦略において、政府は 2015 年までの基礎教育完全就学を目標として取り組むべき

八つのコンポーネント(教員の質、カリキュラムの質、学校運営管理能力向上、教育財務能力向

上、教育行政地方分権化推進、女子教育促進、学校建設拡充、地域住民参画推進)を明確にし

ている。  イエメンの各州は、本上位戦略に基づき各州の実情にあった州レベルの BEDS 戦略

活動を策定し実施することが勧告されており、州教育局の責務となっている。 
 

表 1. イエメン BEDS の概要 

 取り組むべき八つの改善分野（コンポーネント） 

１ 基礎教育教員の雇用･採用システム改善と、教員の質的改善(Pre-service 及び In-service など) 

２ カリキュラム開発と教育評価法･技術の開発（現代の要請に合う開発と担当組織の能力育成など） 

３ 学校運営管理の改善（学校運営管理体制の質的改善と従事者の育成など） 

４ 教育財政計画策定・実施能力の改善（有効･効率的な教育財政投資など） 

５ 地方教育行政･運営管理体制と技術の育成（地方への教育省の支援体制の向上など） 

６ 女子教育推進（女子教育への理解向上、女子教員育成支援、地域に合うカリキュラム開発など） 

７ 学校施設整備（学校施設維持管理体制の整備、学校備品の整備、1 クラス当り生徒数緩和など） 

８ 地域住民参画（教育事業へのコミュニティ参加の推進、コミュニティでの学校教育理解活動など） 

Source: “National Strategy for Basic Education in the Republic of Yemen 2003-2015”, Ministry of Education 

 

1-1-2. 教育省と関連組織 
教育省(Ministry of Education)は、教育行政･政策策定及び実施における主管組織であるが、

教育事業の推進においては地方行政省と、教職員の採用･雇用決定については雇用保険省と

の連携が重要な業務となっている。 
教育省は 2005 年に入り組織改編を進め、3 月には基礎教育行政に関わる改編としては、それ

まで基礎・中等教育部の下にユニットして設置されていた女子教育担当部署が、「女子教育部

門(Girls’ Education Sector)」として独立し、同セクターを統括する Deputy Minister に女性が任命

されている。また、「訓練・資格付与部門（Training and Re-qualifying Sector）」を独立したセクタ

ーとして新たに設置している。 
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なお女子教育セクター内には、  「地域住民参画部(General Department of Community 
Participation)」の設置について、現在検討中である。 

 
図 1.教育省組織図（2005 年 3 月現在） 
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Source: Ministry of Education, March 2005     注：G.D.= General Department 

 

地方分権化政策のために 2002 年に地方行政省(Ministry of Local Government)が設置されて

以降、各州には州議会（Local Board）と支部となる郡議会（Local Councils）が設置され、地方教

育行政における、政策策定･教育予算計画策定等にコミットしている。 
幼稚園･学校･教育機関の教職員の採用･配置計画は、各州教育局から毎年教育省へ提出さ

れるが、教職員の採用と雇用には雇用保険省（Ministry of Civil Services and Insurance が直接

関わり、採用数の最終決定において、重要な役割を担っている。 
イエメンの女子教育及びジェンダー主流化政策、基礎教育への地域住民参画政策、教員養

成・採用・配置制度の詳細については、第2次事前調査報告書（別巻）『女子教育・ジェンダー分

野』における、「第 2 章・女子教育及びジェンダー」、「第 3 章・コミュニティ参加」、「第 4 章・教員

にかかる諸制度の動向」を、それぞれ参照のこと。 
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1-1-3. 教育財政 
イエメンの教育分野総予算は、2003年度には国内総生産(GDP)の7.5％、政府総歳出の20％

を占めており、2005 年度政府総支出（26,333,922,000 Rials）にでは更に増加し、32％に及んで

いる（下表 1-2 を参照）。 
すなわち、教育財政は国家財政の大きなシェアを占め、他方で、低い就学率と修了率、高い

中退率と男女教育の非公正が顕著であることから、教育財政投資の有効性が疑問視されている。

したがって、教育財政の適切･効率的な活用が、同国の課題と言える。 

 
表 2 . 2005 年度の教育省州別予算 

(Unit:1,000 YR)
No 州
1 Amanat Al Ashima 1,364,000 16.2
2 Sana'a 499,491 5.9
3 Aden 568,133 6.7
4 Taiz 582,367 6.9
5 Hadramout 781,646 9.3
6 Al Hodeida 300,102 3.6
7 Lahg 247,762 2.9
8 Ibb 521,012 6.2
9 Abien 162,788 1.9
10 Hagga 596,649 7.1
11 Damar 529,659 6.3
12 Shabowa 192,235 2.3
13 Al Mahara 221,629 2.6
14 Saada 340,163 4.0
15 Al Beida 220,216 2.6
16 Al Mahuit 181,518 2.2
17 Ma'areb 200,142 2.4
18 Al Gauf 107,154 1.3
19 Amrahn 426,138 5.1
20 Al Dalea 273,302 3.2
21 Raima 111,151 1.3

21州総予算額 8,427,257 100.0
Source: 2005 National Budget, Ministry of Finance, January 2005

予算額 全体比(%)

 

        注：ハイライトが対省州のタイズ州 

        なお上記教育予算には高等技術教育（Technical Education）予算は含まない。 
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1-1-4.教育制度（就学前～高等教育） 
イエメンの教育制度は、基礎・中等・高等教育の 3 水準に大きく分けられる。基礎教育は Grade 

1~9 学年（学齢人口 6～14 歳）、中等教育は Grade10~12 学年（学齢人口 15~17 歳）である。 
同国の憲法と「教育基本法」において、基礎教育が義務教育であることは明確に謳われては

いるが、最近データによる基礎教育就学率は全国 65％で、2003 年の人間開発指標の就学率順

位では 162 か国中 149 位と下位に位置づけられており、全児童の基礎教育の実現は、なおも大

きな課題である。中でも女子児童の就学率は 55％に過ぎず、農村地域では 30％以下と報告さ

れている。 
 

図 2. イエメン国教育制度図 
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Source: Ministry of Education, 2005, Basic Design Report of School Construction Project by JICA 2002 

Note: Quran School (Islamic School)は公式には教育省管轄下の公立基礎教育学校へ 2001 年に統合

されたが、現在でも一部の農村地域で残されている。 

 

学年度は、9月～5月である。基礎教育の入学登録は、通常8 月中旬より月末までに保護者が

直接学校へ赴き登録手続きをする。その後、学校は新入学生とあわせて、進級生徒の人数・名

簿を郡教育局(DEO)へ提出し、DEO はこれを本部の州教育局(GEO)へ提出する。 
イエメンの一週間は土曜日に始まり、政府・公的機関は木曜・金曜日が週末の休みである。

2005 年 3 月に教育省より新しい通学曜日が通達され、それまで休みであった木曜日が、公立学

校の通学日に追加されている。 
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1-2. タイズ州教育行政の現状と課題 
1-2-1. 教育局の組織体制 

タイズ州教育局 (Governorate Education Office: GEO,あるいは,州教育委員会)は就学前教

育から基礎教育（G1-9)・中等教育（G10-12)までの教育行政・政策実施・学校運営指導・監督、

及び公私立幼稚園・学校・教育機関の管轄･指導をその業務とする。組織体制は、教育省の組

織構成に則った部署構成が整備されるのが基本である。 
 

図 3. タイズ州教育局組織図（2005 年 3 月現在） 
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Source: Taiz Governorate Education Office(GEO), January 2005 

 

GEO 各部署の主要業務の詳細、各部の担当職員との面談記録の詳細は、添付参考資料

9-1.「タイズ州教育局各部署の主要業務と面談結果」を参照。 
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表 3. タイズ州 GEO の主要室・部署と主要業務 

 主要な室・部門・部  (2005年 3月現在） 主な業務  (2005年 3月現在）

・組織内各部・課の総括責任 ,　・ＤＥＯとの連携体制の調整など

・学校建設・維持管理事業、学校備品･教材配送

M obilization ＆ Material Department
モバイル・教材部

・学校の備品・家具・教材供与のニーズ調査、・終了試験の配布、・教具・
教材の作成、・学校を訪問し教具の維持管理・修理補修、など

M aintenance Division  維持管理部
・学校の建物・施設・設備の維持管理状況をモニター、・修理・改修等が
必要な学校について部へ報告、・修理・改修手配の実施、など

School Mapping Department ｽｸｰﾙﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ部
・DEOの情報に基づき州内各地を訪問、学校建設ニーズ調査、・学校選
定基準にもとづき場所の選定を実施、・州内学校位置図の作成、など

Project Department 事業部
・事業実施、・設計計画、・建設業者との契約業務、・実施事業の記録、・
測量課が土地測量・建物設計を担当

School Environment Improvement Department
学校環境改善部  (2005年 1月に新設）

・学校施設の清掃奨励活動、・学校施設の清掃状況モニター、・学校環
境の向上、植物栽培などによる環境への意識向上活動、など

・学校教育の教授法、教員の質についての指導と助言

Educational  Inspectororate （Supervision)
Department  教育指導主事部

１）2月に１回程度学校訪問、２）新教材情報提供、３）必要教具確認、４）
授業内容モニター、５）教授法情報提供、６）ＤＥＯへ結果報告書提出

（Curriculum Department）（カリキュラム部） （事務室はあるが人は配置されておらず、稼動していない）

 Training and Requalification Department
 訓練 (短期）・再教育 (長期）部

・タイズ州の BEDSに基づいた教員の年間訓練計画の策定、・教員の資

質向上のための訓練実施の支援、・管理職訓練トレーナー (TOT)の養成

 Ｅxamination  Department  試験部
・児童生徒の成績結果受取り、・Grade12の修了試験（公立・私立）を教育
省から受領しモバイル課を通して配布、・修了証の発行、・転校の手続き

・教育省通達の教育政策・戦略・プログラム・事業の実施推進

General Eductaion Departmen 普通教育部
・教育省からの教員計画に基づいた、教育計画の策定、・教員採用計画
の策定、・必要な地域への教員の派遣手続き、・教員の異動計画、など

School Activities Department 学校活動部
・体育と、音楽・演劇・舞踏・詩作・工芸など芸術、裁縫・料理など家庭学
の活動を推進、・体育と芸術に秀でた児童生徒を発掘する、など

Nursery Education Department
幼児保育部　 (就学前教育部）

・幼稚園の保育についての指導・助言、・幼稚園の運営のモニタリング実
施、・入園手続き、入園料の徴収、など

Quran Memorization Department  ｺｰﾗﾝ暗誦部 ・全児童生徒の宗教生活、コーランの暗誦を推進・支援する、など

Private Education Department 私学教育部 ・私立基礎・中等学校、教員養成校、職業訓練校の監督責任、

Integrated Education (Inclusion) Department
 統合教育部

・障害児・聾唖児就学状況のモニター、・学校の、障害児童のための設備
整備状況モニター、・公立学校教師の障害児教育訓練の支援、など

Girls' Education Department　女子教育部
（事務室あり、1名配置されているが、実際業務未定。

現在、同部内に Community Participation Sectionの設置が検討中。）

School Administration Department　学校運営部 （新設検討中。）

Teacher's Affairs Department 　教員業務部
・教員配置業務、・教員給与支払手配、・外国教員契約業務と生活支
援、・大学卒業者への教職求人情報提供と、雇用斡旋、など

 Legal Affairs Department　  法務部
・GEO, DEOs職員の労働条件、雇用条件の相談業務、・労働、雇用問題
の調査、争議の調停、など

Personnel Affairs Department人事・雇用管理部
・GEO職員の雇用手続き、・教員および指導主事の雇用手続き・局長以
外の給与書類手続き、など

 Monitoring Department 　モニタリング部
・ＧＥＯ全課の事業実施モニタリング、・ＧＥＯ全課の財務管理のモニタリ
ングを実施、･23郡の DEOの財務現状モニタリング実施

 Information ＆ Communication
 Department 　情報通信部

・教員の個人情報の保管、・教育省の通達の受け取りと担当部署への転
送・記録保管、・２３郡の DEOs、他関係機関の連絡先情報把握など

Department of Statistics, Evaluation & Follow-up
統計･評価･調査部

・DEOの統計データのとりまとめ、・BEDS実施計画策定と報告書の作成、

・EMIS（Educational Management and Information System)事業、など

Finance Affairs Department 　財務部
・GEO各部の年次予算案策定への助言、
・組織全体の年次予算案取りまとめを財務局へ提出、など

School Health and Environment Department
学校保健・環境部

・児童の健康状況モニタリング、・学校へ薬品・接種ワクチン供与・配送、
・Grade1～ 6年生の口腔歯科検診実施、・教育省と保健省への報告、など

School Nutrition Department   学校栄養部
・基礎教育児童の就学率向上食料支援、・貧困地域を対象とした年に３
度、通学児童へ小麦粉と油を提供、・教育省と連絡をとり事業を実施

M aintenance Service Department　維持管理部 ・学校備品･教材･教具などの運搬車の維持管理、修理

Educational Media Department   広報部 ・教育事業の広報活動

General Director's Office 局 長 室

そ の 他 ・独 立 部

Curriculum &  Inspectorate(Supervision) Sector
カ リキュラム・指 導 主 事 部 門

Education Sector  教 育 部 門

Projects ＆ M obilization Sector  事 業 部 門
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GEO の職員数は 2005 年 1 月現在で計 1,256 名(うち契約職員 129 人、GEO 専属の教育指

導主事 12 人）である。管理職員の雇用･配置は、中央教育省及び雇用保険省の決定と通達に

よる。一般事務職員の採用は一般公募せず、学校を含む教育関係機関からの人脈によるとこ

ろが主流であり、多くの GEO 事務職員が基礎・中等教育学校の教職員からの転職者である。 
州内には 23 の各郡に GEO の支部組織となる郡レベルの教育局 (District Education Office: 

DEO あるいは,郡教育委員会)が設置されている。DEO は、GEO の組織体制に基づき部署構

成されることが基本とされているが、組織規模と職員数、部署構成は郡ごとに違いがある。 
各郡の DEO 組織と教育行政･教員数状況については、添付参考資料 9-2.「タイズ州内 23 郡

の教育従事者数と対象 6 郡の組織･業務」を参照。 
 

表 4. タイズ州 23 郡の郡教育局組織概要 
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1 A l -Q a h i r a h ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2 A l-M u d h a f f a r ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3 S a la ● ○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ● ○

4 A l-T a iz iy a ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5
 -S a b e r  A l
M a w a d e m

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

6    &  M a s h r a 'a
H a d n a n

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

7 M a a w iy a h ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8 K h a d e e r ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

9 H a if a n ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1 0  'S a m e ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1 1 A s - S e lw ● ● ● ● ● ● ● ●

1 2  -A s h
S h im a y a ta in

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1 3 A l-M a w a s e t ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1 4 A l-M a 'a f e r ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1 5 A l-M is r a k h ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1 6 G a b a l  H a b a s h i ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1 7 M a q b a n a h ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1 8 A r -R a w n a h ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1 9 A l-S a la m ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ●

2 0 A l-M a k h a a ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2 1  'M a w z a ● ● ○ ● ● ● ●

2 2 A l-W a z i iy a h ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2 3 D h u b a b ● ● ● ● ● ● ●  

Source: Answers to Questionnaire Survey from 23 DEOs, January 2005 注：ハイライト郡が対象郡 

 

表 5. 学校･郡教育局(DEO)・州教育局(GEO)・教育省間の定期的な活動報告 

GEO から教育省 月例報告,年間報告（12 月）,年間活動計画書(12 月),年間予算計画書(12 月), 

BEDS 報告書(四半期、適宜), 等 

DEO から GEO 四半期報告書,年間報告書, 年間活動計画書(12 月),年間予算計画書(12 月), 9 月

の新入生･進級生数･名簿報告、統計課への教育統計資料提出、等 

指導主事から DEO 2 ヶ月毎報告書、適宜の提案書・要請書、等 

学校から DEO, GEO 年間活動計画書(12 月), 徴収金使用計画書(2005 年~)、新入・進級生数・名簿等 
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1-2-2.タイズ州財政と教育予算 
タイズ州の 2005 年度・国家交付金・歳出予算総額は 19,602,235,000YR で、このうち（技術教

育,大学等の高等教育予算は除く）教育機関の予算は 15,836,038,000 YＲが計上されており、

州予算全体の約 80.7%を占める。（GEO 予算を含む） 
 2005 年度の州教育予算における国庫負担と地方財源負担割合は、国庫 91.1％、地方

8.9％で、およそ 9 対１の割合である。 
 

表 6. タイズ州（Local Authority）の 2003 年～2005 年の歳出･歳入状況 

(Unit: 1,000 YR)

州政府歳入
2003年
実績

% 2004年

（'05年1月見積）
% 2005年

予算
%

国庫からの政府予算 14,745,804 91.4 15,479,003 90.9 17,852,132 91.1

地方財源 1,387,721 8.6 1,558,562 9.1 1,750,103 8.9

政府追加補正予算 0 0.0 0 .0 0 0.0

前年度繰越金 0 0.0 0 .0 0 0.0

歳入総額 16,133,525 100.0 17,037,565 100.0 19,602,235 100.0

政府補正予算等補助金
を含まない政府負担歳出

2003年
実績

% 2004年

（'05年1月見積）
% 2005年

予算
%

給与･手当 12,536,418 85.0 13,353,720 86.3 15,397,538 86.3

福利厚生 545,998 3.7 340,848 2.2 398,228 2.2

維持管理 47,452 0.3 53,725 0.3 62,512 0.4

助成金 1,615,936 11.0 1,730,710 11.2 1,993,854 11.2

歳出総額 14,745,804 100.0 15,479,003 100.0 17,852,132 100.0
 

Source: Financial Development & Planning Committee, Local Board, Taiz Governorate, February 

2005 

 

  次年度予算は通常 10 月～12 月の間に予算計画が策定され、12 月末に財務省管轄下の州財

務局へ提出される。その後同予算案は州議会の財務開発計画室（Financial Development & 
Planning Committee）でレビューされ、予算案の承認がこの両組織間で最終決定される。 

GEO の場合、財務部が各部の次年度予算案（5 月～10 月）策定の助言･指導を実施し、12 月

に全部署の予算計画をとりまとめ、州財務局へ提出する。財務局と州議会の財務開発計画室で

の承認後に、教育省へ予算計画書が正式に上げられ、教育省の次年度予算認可を得る。 
事実上の予算措置・配当は、通常 1 月～2 月である。 
タイズ州行政については、詳しくは収集資料の“LAW NO.(4) of 2000 Concerning Local 

Authority”、及び、添付参考資料 9-3.「タイズ州地方行政組織体制と職員構成」を参照。 
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1-2-2-1.タイズ州教育局(GEO)の運営管理費 
GEO の 2005 年度歳入予算は、教育省の認可を得て予算措置が公式に決定される。下表

1-7 は教育省承認の 2005 年度予算で、州教育予算全体の約 78％を占めている。 
GEO の年度予算を見ると、全体の約 89.1%が給与・手当関係等の人件費目を占める。ここ

での給与･手当額の対象者は、タイズ州内の就学前･基礎･中等教育の教員、行政官、就学

前･基礎･中等教育組織に従事する事務職員等、全職員を含む。 
2004 年度の GEO 統計では、GEO 職員や DEO 職員など行政官及び学校教員就学前・

基礎･中等教育の公立学校教員･事務職員等従事者は計 35,037 名で、ここから 1 人当りの平

均月給額は 9,184RY と算定される。これはイエメン全体の教育関係者（就学前～高等教育ま

で含む）の 1 人当り平均月給 20,000~30,000YR に比して 2 分の１以下である。給与額につい

ては、添付参考資料の 9-4「2005 年度の教育関係職員給与体系・教育省予算」を参照。 
 

表 7. タイズ州教育局 (GEO)2005 年度・運営管理費予算 
( U n i t :  Y e m e n i  R i a l ,   1 U S $ = 1 8 6 R i a l  a s  J a n u a r y  2 0 0 5 )

C o d e  項 目 歳 入 全 体 比 ( % )

1 給 与 費 3 , 8 6 1 , 3 8 8 , 6 8 0 3 1 . 2 8

2 超 過 勤 務 手 当 1 , 0 2 0 , 0 0 0 0 . 0 1

3 特 別 業 務 手 当 6 0 0 , 0 0 0 0 . 0 0

4 出 勤 手 当 3 1 , 0 2 6 , 6 0 0 0 . 2 5

5 衣 料 費 手 当 2 1 1 , 8 0 0 0 . 0 0 2

6 扶 養 家 族 手 当 2 0 2 , 3 6 0 , 8 0 0 1 . 6 4

7 生 活 費 手 当 8 4 2 , 7 4 0 , 8 0 0 6 . 8 3

8 僻 地 学 校 就 業 手 当 8 6 9 , 3 3 6 , 7 6 0 7 . 0 4

9 住 宅 手 当 4 8 6 , 0 0 0 0 . 0 0 4

1 0 出 張 旅 費 3 9 8 , 0 8 9 , 0 8 0 3 . 2 3

1 1 そ の 他 手 当 関 係 4 , 7 9 3 , 0 9 7 , 9 6 0 3 8 . 8 3

1 2 光 熱 ・ 水 道 ･ 電 気 中 央 （ サ ナ ア ）

1 3 文 具 ･ 事 務 経 費 3 , 0 0 0 , 0 0 0 0 . 0 2

1 4 広 報 関 係 1 1 7 , 0 0 0 0 . 0 0 1

1 5 情 報 通 信 関 係 1 , 5 0 0 , 9 6 0 0 . 0 1

1 6 そ の 他 臨 時 経 費 7 9 9 , 9 2 0 0 . 0 1

1 7 通 勤 手 当 2 4 9 , 9 6 0 0 . 0 0 2

1 8 輸 送 運 搬 費 3 , 3 8 7 , 9 6 0 0 . 0 3

1 9 文 教 施 設 賃 貸 費 関 係 6 , 0 0 0 , 0 0 0 0 . 0 5

2 0 そ の 他 臨 時 経 費 3 6 0 , 0 0 0 0 . 0 0

2 1 文 教 施 設 維 持 管 理 費 関 係 6 , 6 6 6 , 0 0 0 0 . 0 5 4

2 2 ガ ソ リ ン 代 6 5 4 , 0 0 0 0 . 0 1

2 3 ス ペ ア パ ー ツ 購 入 費 2 4 0 , 0 0 0 0 . 0 0 2

2 4 機 材 設 備 維 持 管 理 ・ 修 理 費 2 4 0 , 0 0 0 0 . 0 0 2

2 5 退 職 者 年 金 掛 金 （ 個 人 出 資 ） 6 5 9 , 8 9 5 , 8 4 0 5 . 3 4 6

2 6 退 職 者 年 金 掛 金 （ 政 府 出 資 ） 6 5 9 , 8 9 5 , 8 4 0 5 . 3 4 6

2 7 労 災 保 険 費 1 0 9 , 9 5 8 , 5 2 0 0 . 8 9 1

T o t a l 1 2 , 3 4 3 , 3 6 5 , 9 6 0 1 0 0 . 0 0

S o u r c e ;  G E O ,  J a n u a r y  2 0 0 5  
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GEO の一般職員給与額は月 10,000～16,000YR（学歴、職歴、特殊技術などで相違）で、

教育省規定の給与テーブル（次頁の表 1-9.）に基づく。これは、学校教職員の月給

20,000~28,000YR と比較した場合、かなり低い月給額となる。このため、学校教員から GEO
職員に転職しても教員名簿を就業していた学校に残し、GEO の給与ではなく学校教員の給

与を受領する職員が GEO 内に何人か確認された。今回の調査によると、これは不正というよ

りも、“必要な場合にはいつでも学校教員職へ戻れるような状況を維持し、かつより良い給与

を受領できるための当該職員に対する生活保障の配慮”、という理解のもとに GEO 内では行

われていた。 
 

 1-2-2-2.郡教育局 (DEO)運営管理費 
郡教育局 (DEO)の運営管理費は、給与･手当と光熱水道費について GEO 及び中央サナ

アの歳出予算に計上されており、例年 DEO から GEO に提出される予算案費目は、備品購

入/文具事務経費・職員出張旅費/交通費・施設賃貸料・教育施設維持管理/修理費の、4 費

目である。 
表 8. 郡教育局 (DEO) 2005 年度・運営管理費予算 

(Unist : 1,000 Yemen Rial)

No.
Item of the Expense

 District

常勤職員
数

備品購入・
文具事務費

職員出張旅
費・交通費

施設賃貸料
教育施設維持
管理･修理費

計

1 Al-Qahirah 24 3,000 2,000 na 2,000 na
2 Al-Mudhaffar 30 3,000 2,000 30,000 2,000 37,000
3 Sala 10 3,000 2,000 20,000 2,000 27,000
4 Al-Taiziya 34 3,000 2,000 15,000 2,000 22,000
5 Saber Al-Mawadem 28 2,000 2,000 na 2,000 na
6 Mashra'a & Hadnan 11 1,500 2,000 8,000 2,000 13,500
7 Maawiyah 24 2,000 2,000 20,000 2,000 26,000
8 Khadeer 24 2,000 2,000 15,000 2,000 21,000
9 Haifan 27 2,000 2,000 6,000 2,000 12,000
10 Same' 18 2,000 2,000 20,000 2,000 26,000
11 As-Selw 9 1,500 2,000 8,000 2,000 13,500
12 Ash-Shimayatain 83 3,000 2,000 15,000 2,000 22,000
13 Al-Mawaset 17 3,000 2,000 20,000 2,000 27,000
14 Al-Ma'afer 21 1,500 2,000 15,000 2,000 20,500
15 Al-Misrakh 23 2,000 2,000 na 2,000 na
16 Gabal Habashi 21 2,000 2,000 10,000 2,000 16,000
17 Maqbanah 32 2,000 2,000 15,000 2,000 21,000
18 Ar-Rawnah 25 3,000 2,000 15,000 2,000 22,000
19 Al-Salam 39 3,000 2,000 15,000 2,000 22,000
20 Al-Makhaa 13 2,000 2,000 8,000 2,000 14,000
21 Mawza' 25 2,000 2,000 8,000 2,000 14,000
22 Al-Waziiyah 11 2,000 2,000 8,000 2,000 14,000
23 Dhubab 9 2,000 2,000 8,000 2,000 14,000

Total 558 52,500 46,000 279,000 46,000 423,500
Source: Department of Finance, GEO, January 2005  

注：ハイライト郡が、本計画の事業対象郡に該当 
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表 9. 2005 年度の教育関係職員給与体系・教育省予算（給与テーブル） 

Table 1. Salary according to the qualification (Unit: Yemen Rial, 1US$ = 186 Rial as Februray, 2005)

資格･学歴など 平均月給 平均年収 教職員数 総額 占有率  (%)

Graduated from Grade 6 20,849 250,190 2,122 531,000,906 0.57%
Graduated from Grade 9 21,897 262,767 7,292 1,916,174,439 2.06%
Graduated from Grade 12 29,621 355,447 127,989 45,493,332,652 48.92%
Diploma after Grade 12 32,929 395,150 38,084 15,049,067,636 16.18%
Diploma after University 33,161 397,928 282 112,395,625 0.12%
Doctorate in all specialization 35,600 427,202 28 12,159,941 0.01%
Not determined 25,501 306,006 48 14,740,337 0.02%
BA or Licence 33,852 406,225 67,447 27,398,585,728 29.46%
Master Degree in all specialization 33,035 396,419 279 110,667,274 0.12%
Can read and write and illiterated people 16,321 195,847 12,080 2,365,779,150 2.54%

The total 28,277 339,318 254,753 93,003,903,689 100.00%
Source: Ministry of Education, February 2005  

T ab le  2 . S a lary b y typ e o f w o rk  (n o .1) (U n it: Y em en R ia l, 1U S $ =  186 R ia l as  F ebruray, 2005)

職 種 別 　 １ 平 均 月 給 平 均 年 収 教 職 員 数 総 額 占 有 率  (% )

R e se a rch e r 2 7 ,37 7 32 8 ,52 6 9 0 0 2 95 ,6 42 ,3 74 0 .3 2%
A  soc ia l w o rke r 2 7 ,19 1 32 6 ,29 0 4 8 3 1 57 ,5 31 ,2 92 0 .1 7%
E d uca tion a l a d m in is tra tio n 3 2 ,07 0 38 4 ,83 9 3 2 3 1 24 ,2 87 ,0 46 0 .1 3%
E xe cu tiv e  ad m in is tra tion 2 4 ,69 5 29 6 ,34 0 1 ,3 2 7 3 93 ,2 03 ,7 82 0 .4 2%
A d m in is to r 1 9 ,30 5 23 1 ,65 7 5 8 6 1 35 ,6 82 ,2 98 0 .1 5%
L ib ra to ria n 2 9 ,45 8 35 3 ,49 9 6 2 0 2 19 ,0 42 ,9 31 0 .2 4%
L ib ra ria n 2 5 ,18 3 30 2 ,19 7 9 2 4 2 79 ,2 27 ,0 58 0 .3 0%
w itho u t w o rk 1 4 ,32 8 17 1 ,93 6 4 5 9 78 ,8 69 ,0 69 0 .0 8%
in sp e c to rs (sup e rv iso rs ) 2 8 ,95 1 34 7 ,41 2 4 ,4 6 6 1 ,5 51 ,3 99 ,4 94 1 .6 7%
g u ard 1 1 ,34 4 13 6 ,13 3 1 ,7 6 8 2 40 ,6 91 ,3 58 0 .2 6%
A  lite ra l p e rso n 1 2 ,22 2 14 6 ,66 4 9 6 7 1 41 ,7 78 ,0 57 0 .1 5%
D riv e r 1 2 ,19 8 14 6 ,37 5 1 5 9 23 ,2 35 ,8 72 0 .0 2%
S e cre ta ry 1 5 ,16 7 18 2 ,00 0 7 9 0 1 43 ,8 58 ,0 06 0 .1 5%
W o rke r 1 2 ,11 6 14 5 ,39 7 6 ,0 9 5 8 86 ,1 40 ,2 25 0 .9 5%
H ig h  le ad e rs 3 4 ,51 1 41 4 ,13 1 1 1 6 48 ,0 58 ,3 10 0 .0 5%
W rite r 1 5 ,01 1 18 0 ,13 2 1 ,2 0 2 2 16 ,5 29 ,9 63 0 .2 3%
R e tired  w o rke r 2 2 ,15 4 26 5 ,84 6 2 5 1 66 ,6 48 ,4 66 0 .0 7%
H a s pe rm iss ion  to  s tud y 6 ,19 9 7 4 ,38 8 3 ,2 5 8 2 42 ,3 60 ,6 35 0 .2 6%
H a s pe rm iss ion  w ith o u t sa la ry 1 5 ,33 8 18 4 ,06 0 7 0 8 1 30 ,3 73 ,3 85 0 .1 4%
H a s pe rm iss ion  to  s tud y 1 2 ,17 1 14 6 ,05 8 5 1 7 ,5 15 ,3 22 0 .0 1%
Tea che r fo r a ll su b jec ts 3 2 ,11 8 38 5 ,41 2 1 6 2 ,3 7 3 62 ,5 80 ,3 44 ,7 65 67 .2 9%
Tea che r fo r o ne  sub jec t 3 3 ,41 0 40 0 ,92 0 4 2 ,4 5 2 17 ,0 19 ,8 88 ,8 04 18 .3 0%
H e ad m a ste r 3 3 ,39 8 40 0 ,77 9 9 ,1 9 9 3 ,6 86 ,9 25 ,4 60 3 .9 6%
A  co rresp on d en t 1 2 ,27 6 14 7 ,31 3 1 4 6 21 ,4 49 ,5 02 0 .0 2%
A  d e le g a te d  w o rke r 1 6 ,54 8 19 8 ,57 8 4 4 0 87 ,3 93 ,9 54 0 .0 9%
A  b se n t fro m  th e  w o rk 1 8 ,97 6 22 7 ,70 8 1 7 8 40 ,6 34 ,0 82 0 .0 4%
E d uca tion a l w o rk 1 8 ,29 8 21 9 ,57 5 6 ,8 3 8 1 ,5 01 ,4 47 ,9 55 1 .6 1%
D e pu ty o f h e ad m a ste r 2 9 ,13 8 34 9 ,65 2 7 ,6 7 5 2 ,6 83 ,7 44 ,2 23 2 .8 9%

To ta l 2 1 ,25 8 25 5 ,09 4 2 5 4 ,7 5 3 93 ,0 03 ,9 03 ,6 89 1 00 .0 0%
S o urce : M in is try o f E d u ca tion , F e b ru a ry 2 00 5  
Table 3.  Salary by type of w ork (no.2) (Unit: Yemen Rial, 1US$ = 186 Rial as Februray, 2005)

職種別　２ 平均月給 平均年収 教職員数 総額 占有率  (%)

Ministor 80,544 966,528 19 18,364,041 0.02%
Deputy of m inistor 65,260 783,119 5 3,915,593 0.00%
Agent of m inistor 49,995 599,942 130 77,992,411 0.08%
Assistant for Agent 45,016 540,193 988 533,710,265 0.57%
General director 41,547 498,565 4,388 2,187,703,092 2.35%
Director for departm ent 39,737 476,845 15,420 7,352,954,710 7.91%
An expert 35,735 428,825 35,502 15,224,161,155 16.37%
An assistant of expert 30,151 361,809 104,126 37,673,723,605 40.51%
The chief of technical group 28,425 341,104 56,082 19,129,775,254 20.57%
A technical person and writer 24,772 297,258 16,980 5,047,446,113 5.43%
An assistant for a technical person and writer 23,091 277,088 11,834 3,279,064,418 3.53%
The chief of literal workers 25,213 302,559 2,634 796,940,356 0.86%
A literal worker 23,848 286,175 1,569 449,009,321 0.48%
Drivers 21,715 260,575 3,075 801,266,676 0.86%
Guards 17,819 213,831 2,001 427,876,679 0.46%

Total 30,423 365,075 254,753 93,003,903,689 100.00%
Source: Ministry of Education, February 2005  
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1-2-2-3.基礎･中等学校における児童生徒の家庭からの徴収金(スクールフィー) 
基礎教育の就学については、公立学校の授業料は無料であるが、学校運営活動費の一

部充当を目的に、以下 3 費目の経費、すなわち①地域参画・学内試験費、②新学期登録料、

③売店設貸料について児童生徒の家庭からの徴収が実施されている（3 費目を総称して「ス

クールフィー」と呼ばれている）。 
地方教育行政における、こうした保護者からの徴収費目や徴収額の内容は、全国統一で

はなく、州毎に州議会（ローカルボード）と GEO との協議により定められている。（2005 年 1
月の決定） 

 

①地域参画・学内試験費（Community Participations and Examinations Fees） 
児童生徒の学期中 2 度の学内試験費として「地域参画・学内試験費」が徴収される。 

表 10.タイズ州の地域参画・学内試験費（学校徴収金） 

Level/Grades  前期(First Team)徴収額 後期(Second Term)徴収額 年当り合計額

基礎/Grade 1 ~ 3 30 Rials 30 Rials 60 Rials 

Grade 4 ~ 6 50 Rials 50 Rials 100 Rials 

Grade 7 ~ 9 80 Rials 80 Rials 160 Rials 

中等/Grade10 ~ 12 100 Rials 100 Rials 200 Rials 

Source: Decision of Local Authorities, Local Board for Educational Services in 2005, Jan.2005 

 

②新学期登録料（Registration Fees）   
表 11.タイズ州の新学期登録料（学校徴収金） 

Level/Grades 登録金額／年 

基礎/Basic Students (Grade 1 ~ 9) 150 Rials 

中等/Secondary Student (Grade 10~12)  200 Rials 

Source: Decision of Local Authorities, Local Board for Educational Services in 2005, January 2005 

 

③売店設貸料（Rental Fees for Kiosk）    
表 12.タイズ州の売店設貸料（学校徴収金） 

Level/Grades 月額 

基礎～中等(Grade 1~12) 生徒一人当たり 10 Rials 

Source: Decision of Local Authorities, Local Board for Educational Services in 2005, Jan. 2005 

 

上記②新学期登録料と③売店設備賃貸料は総計され、85%を学校へと還元され、8％は

DEO の教育事業へ、7%は GEO の教育事業へ使用される。 
学校側の同 85%の徴収金、地域参画･学内試験費の用途は次のとおり定められている。 

①学校施設維持管理費（50%）、②学校環境改善事業費(10%)、③学校活動費(15%)、④学

校図書･文具購入費(6%)、⑤学校教科書･教材運搬輸送費(10%)、⑥教材・清掃道具購入

費(5%)、⑦雑費(4%)。 DEO が受領する 8％の用途は、①学校活動支援費(5%)、②教育指
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導主事活動費(2%)、③学校運営管理モニタリング経費(7%)の 3 費目である。GEO が受領す

る 7％も同様費目で、①学校活動支援費(5%)、②教育指導主事活動費(1%)、③学校運営管

理モニタリング経費(1%)とされている。 
 

1-3.タイズ州教育局の行政技術・業務能力の現状と課題 
1-3-1.地方教育政策策定能力 

財政・政策ともに意思決定はほぼ中央にあり、地方行政・地方分権への過程にある。教育の

地方分権化とは、主に 3 点、①地方行政組織（Local Authority）の教育事業のコミットメント促進、

②地域教育局・委員会の機能強化、③学校主導型の教育資源の有効活用、が挙げられる。 
タイズ州では 1)については、州当局は教育事業の特に予算計画に大きくかかわりつつある

一方で、学校維持管理や建設事業などについて、従来業務を担っていた教育省・教育局との

役割分担が不明瞭、という問題をかかえている。 
2)教育局の機能については、州レベルの組織と行政官個人の政策策定能力について未熟

であり、基礎教育開発戦略(BEDS)実施現状についても、教員･主導主事に対する研修計画が

一部実施されたのみで、昨年度の計画の多くが未実施である。 
また、3）学校主導型の教育資源の有効活用は、学校主導の意思決定能力や、行政の学校

運営指導力とかかわるとともに、地域住民の学校運営への参画等も含む。これらはいづれも、タ

イズにおける地方行政の分野においては、新しい未開拓の分野といえる。 
 

1-3-2. タイズ州版 BEDS の実施状況 
タイズ版 BEDS にかかわる活動計画策定、活動計画実績の確認、報告書の作成は、統計・

評価・調査部（Department of Statistics, Evaluation and Follow-up, GEO)が責任担当者として、

教育省の担当者と定期的に連絡をとりあい、実施されている。BEDS の八つの取り組み（コンポ

ーネント）のうち、特に「女子教育推進」と「地域住民参画促進」、「学校運営改善」，「地域教育

行政推進」は、ほとんど手づかずで、予算活用ができていない。今後はニーズ調査、改善項目

の詳細な戦略策定、BEDS 予算の有効活用などについて GEO 局内の技術育成が重要となる。 

 
表 13. 2004～2005 年度のタイズ州版 BEDS 計画・実施状況概要 1 

 コンポーネント 実施状況 

１ 教員採用改善と教員の質的改善 教員・教育主導主事の研修を、一部のみ実施 

２ カリキュラム開発と教育評価法･技術開発 （教員･主導主事に教授法・教材研修計画、未実施） 

３ 学校運営管理の改善 （具体的計画なし、未実施） 

４ 教育財政計画策定・実施能力の改善 （具体的計画なし、未実施） 

５ 地方教育行政･運営管理体制と技術育成 （行政官への研修実施計画、未実施） 

６ 女子教育推進 （具体的計画無し、未実施） 

７ 学校施設整備 （学校施設･備品整備計画、未実施） 

８ 地域住民参画 （具体的計画無し、未実施） 

 Source: Department of Statistics, Evaluation and Follow-up, GEO, 2004 
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表 14. 2004～2005 年度のタイズ州版 BEDS 計画・実施状況概要 2 
P lan  o f Im p lem entat ion  o f　Tai'zz B EDS  fo r 2004 to  2005 Actually conducted P lanned

Remarks Cost in  US$

No Activities
Responsib le 
person

Achievements (what you 
want to  ach ieve)

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 P laned

Components (1) Enhancement o f techniqu and  adm in istrative  capac ity fo r educational leaders 

1

Ho ld  two workshops for 22 
o fficers o f GEO departments 
in s ix days at the H igh 
Institute (teachers train ing 
institute)

D irector, 
T rain ing 
Department

Train ing 22 o fficers o f GEO

Coord ination 
w ith D irector, 
Education 
Sector

3 ,500

2

Ho ld  three workshops for 23 
o fficers o f DEO  in s ix days 
at the H igh Institute 
(teachers tra in ing institute )

D irector, 
T rain ing 
Department

Train ing 23 o fficers in DEO
Coord ination 
w ith D irector, 
DEO

5,266

3
P rovid ing 20 com puters fo r 
GEO  departments

Pro ject 
Sector

P rovid ing 20 com puters
Coord ination 
w ith D irector, 
GEO

13,000

4
P rovid ing 467 tab les, 467 
chairs and 433 cupbords to  
GEO

Pro ject 
Sector

P rovid ing 467 tab les, 467 
chairs and  433 cupbords

Coord ination 
w ith D irector, 
GEO

822 ,000

Components (2) Educational Quality improvement 

1
Train ing o f 80 tra iners to  
consist o f local tra iners fo r 
tra in ing teachers

D irector, 
T rain ing 
Department

Train ing o f 80 tra iners

Coord ination 
w ith 
Inspectorate 
Sector

M otivation 
Fund

2
Train ing 212 female and male 
teachers fo r the modern 
educational ways or sty les

D irector, 
T rain ing 
Department

Train ing 212 female and male 
teachers

Coord ination 
w ith 
Inspectorate 
Sector

3

In-service train ing o f 1200 
fem ale and m ale teachers 
who have secondary 
certificates to  have d ip lom as

D irector, 
T rain ing 
Department

In-service train ig o f 1200 
fem ale  and  m ale teachers

Coord ination 
w ith the H igh 
Institue

M otivation 
Fund

4

Ho ld  2  workshops in  the 
educational materia l fo r 400 
fem ale and m ale teachers in 
ten DEOs in 6 days at the 
H igh  Institute

D irector, 
T rain ing 
Department

Ho ld  2 workshops in the 
educational materia l fo r 400 
fem ale  and  m ale teachers

Coord ination 
w ith 
Inspectorate 
Sector

M otivation 
Fund

5
Expand the pub lic  nursery 
home (k indergardens) in  the 
c ity

Pro ject 
Sector

Opening 3 pub lic  
k indergardens

Coord ination 
w ith Education  
Sector

Local 
Councils

6

Ho ld  2  workshops for 
Inspectorate Section , GEO , 
how to  make p lans fo r needs 
as well as about sub jects o f 
arts and sports

(not stated)
Train ing o f Inspectors in 23 
d istricts

Coord ination 
w ith D irector, 
GEO

M otivation 
Fund

7

Train ing 380 inspectors to  
support teachers and schoo l 
adm in istrations, how  to  use 
m odern educational ways or 
sty les

(not stated) Train ing o f 380 Inspectors

Name of pro jects, Imp lementation o f the Education Strategy 2004 2005

 
    Source: Department of Statistics, Evaluation & Follow-up, February 2005 

 

1-3-3.統計調査技術 
GEO が所有する基礎教育の統計データには、各学年生徒についての年齢別統計と、学齢

人口統計がなく、純就学率を算定できない。現在、教育省は情報統計省 (Ministry of 
Information ： MoIS) の 連 携 の も と に 「 教 育 情 報 管 理 シ ス テ ム （ Educational Management 
Information System：EMIS）」事業を進めており、新統計データフォーマットのデータ構築に

取り組んでいる。GEO 内の統計評価調査部でも、同データと 2004 年度の新しい人口統計結果

を利用し、年末には純就学率の算定も予定されている。今後は、同データベースによって、局

内部署ごとに不統一であった統計情報についても、統一された統計データ・情報シェアが可能

になると期待される。 
統計技術にかかわる重要な他の業務として、「教育の質」に関するデータ（読み書き能力の

向上、中退率の理由、修了者の進路など）については、情報を整備していない。こうした、教育

の質や教育問題の分析調査方法と統計データ構築ついても、今後、技術育成が求められる。 
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1-3-4.学校建設計画（スクールマッピング）と実施能力 
学校建設は、一定のマッピングクライテリアにより実施されることが教育省の通達で定めら

れているが、現実には実情ニーズとあわない場所への建設も実施されている。 
 

1-3-5.教職員採用・配置計画と実施能力 
教員配置は、都市部と農村部などの地域格差が大きく、農村部では教員不足による生徒

過密の学校が多く存在する。また、教員の男女格差は極端に大きく、女子教員の不足は深刻

である。教員配置にかかわる問題としては、学期中の学校管理職職員、教員の異動がある、

学期開始までに必要な教員が配置決定されないなど、学校教育の質に影響を与える行政の

不備が見られる。 
 

1-3-6.女子教育推進計画策定・実施能力 
女子教育の推進は、イエメンの開発目標の重要な部分とされながら、地方行政における認

識は不十分である。教育省内で、女子教育ユニットが基礎･中等教育部下に設置されてはい

るが、国内では 2004 年 10 月ころからタイズを含む一部の州のみに試験的に部署が設置され

始めたのみで、女子教育促進に全面的にコミットするための全国的に統一された政策はない。

女子児童の高い中退率の原因調査や対策は、タイズ GEO でも、学校運営における女子児童

の就学促進への取り組みも行政政策としては存在せず、今後の課題となっている。 
 

1-3-7.教育現場と教育行政における公正 
障害児就学の問題は、女子の就学と並ぶ大きな課題である。特殊教育・統合教育政策は

1998 年に始まり、現在 SFD や他ドナーの支援を得ながら、教育者の養成など取り組みが実施

されている。児童の就学問題以外にも、教員、行政官の女性比は極端に少なく、これが女子

教育推進や、特殊教育担当職員の不足に影響している。女子教員と行政官の育成は、重要

な課題といえる。 
 

1-3-8.学校運営管理と教育の質 
中退や落第に影響を及ぼす学校教育の質の問題としては、１クラス当り生徒過密数などの

施設と教員数の問題以外に、テキスト・教材が学期開始前までに届かない、教材が不足して

いる、カリキュラムは十分に実施されていない、実践的授業がほとんどない（特に理科）など、

多様なハード･ソフト面での問題が確認されている。 
こうした問題は、学校運営を指導監督する教育局の行政能力と直接かかわる。地域レベル

での学校運営改善ニーズ調査、それにもとづく行政と学校との連携による、計画策定と改善

事業の実施が必要であるとともに、教育局で直接学校運営を指導する中堅の行政官と、校

長・教頭など学校管理者の技術育成が必要である。 
 

1-3-9.入学支援と中退者対策、及び地域住民参画促進 
基礎教育における入学率の悪さ、中退者の多さ、修了率の低さは、行政において認識され
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ているものの、GEO には原因把握調査やニーズ調査を担当する部署はない。中退児童につ

いては教育一部の主導主事(Inspector or Supervisor)派遣により人数や状況の把握はされて

いるのみである。学校、DEO, GEO のどのレベルにおいてもフォローアップは明確にされてお

らず、「子どもの就学･中退は家庭の問題」として放置される場合が多い。就学促進のためのよ

り積極的な行政と学校のコミットメントには、同問題を取り扱う具体的な支援体制の整備が必

要である。中退問題の原因把握と解決策実施のためには、学校教育へ地域住民の意思を吸

い上げ、参画を促す必要もあると考えられる。 
 

1-4.タイズ州教育行政における教育事業関係組織 
1-4-1.ローカルボード(州議会)・ローカルカウンシル（地方議会） 
州議会･郡議会の公益事業部（Services Committee）と財務開発計画部(Financial Development 

& Planning Committee)が地方教育行政に直接コミットしている。ローカルボード及びローカルカウ

ンシルの業務・役割等の詳細は、収集資料の“LAW NO.(4) of 2000 Concerning Local Authority” を参

照のこと。 

図 4. タイズ州議会（ローカルボード）運営管理体制組織図 
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 in  c o o p e ra tio n  w i th  E d u c a t io n a l  O f f ic e ,  G E O

* *  F in a n c ia l  D e v e lo p m e n t  &  P la n n in g  C o m m itte e  is  in v o lv e d
b u d g e ta l  p la n n in g  o f  G E O

F in a n c ic a l  
Ｄ e v e lo p m e n t &

 P la n n in g  
C o m m it te e * *

D e p u ty  G o v e rn o r ,
G e n e ra l  s e c u r i ty

f o r  lo c a l c o u n c i ls

S e c u r i ty  c o m m it te e
in  G o v e rn o r  O f f ic e

E x e c u tiv e  O f f ic e s  
in  G o v e rn o ra te  

O f f ic e

L o c a l  C o u n c ils ,
D ire c to rs  o f  2 3

d is t r ic ts

L o c a l  B o a r d
州 議 会

E x e c u tr iv e  O f f ic e  in
G o v e rn o r  O f f ic e

T h e  G o v e rn o r ,
L o c a l B o a rd  

D ir e c to r
州 知 事

S e c u r i ty  d ir e c to r  
in  G o v e rn o r  O f f ic e

B u d g e t &  p la n n in g  
c o m m it te e

T e n d e r s  c o m m itte e

B u d g e t  &  p la n n in g  
c o m m it te e

S o c ia l  A f f a ir s
C o m m it te e

S e rv ic e s  
C o m m it te e *

B u d g e t  &  p la n n in g  
c o m m it te e

E x e c u t iv e  O f f ic e s  
in  G o v e rn o ra te  

O f f ic e

 

 

図 5. タイズ州地方議会（ローカルカウンシル）運営管理体制組織図 
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Source: Local Board (Local Authority) in Taiz, January 2005 
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第 2 章 タイズ州 3 郡（沿岸部･農村部･都市部）における課題分析ワークショップ結果 
 

2-1.タイズ州における課題分析ワークショップの方法と実施状況 
PCM 手法の問題分析・目的分析作業と、PRA のソーシャルマップ及びシーズナルカレンダー

の作成作業を、必要に応じて組み合わせ、3 箇所で各 3 グループの参加者による計 9 回のワーク

ショップを主催した。各ワークショップは各グループの参加者を対象に、1 日で実施された。 
参加者は、下表の 3 グループに分けた。行政・学校運営管理者の視点から分析を行うための第

1 グループを設定し、さらに、家庭及びコミュニティの中で男性が決定権をもち女性はそれに追従

するのが相応しいとする文化背景を考慮し、第 2、第 3 グループでは男性と女性を区分して、両者

が自由に発言の場を提供されるように考慮した。 
 

表 15. タイズ州でのワークショップ参加者 

第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

(行政官/管理者) 

教育行政官(GEO 職員, DEO 職員,ローカルカウンシル職員)、学校長・副校長、

実務経験の長い教師など（15 名～３0 名） 

第２ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

（男性） 

父親会会員（男性）、コミュニティ代表者（男性）、Grade9 年生の男子生徒

(14~15 歳), 男性教員など（15 名～３0 名） 

第３ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

(女性) 

母親、コミュニティ代表者（女性）、Grade9 年生の女子生徒(14~15 歳), 女性教

員など（10 名～３0 名） 

日本側 ＪＩＣＡ調査団（モデレーター、通訳） 

 

タイズ州におけるワークショップ分析作業結果 (系図、ソーシャルマップ、シーズナルカレンダ

ー)については、添付参考資料 9-4.「沿岸部 Dhubab 郡での課題分析ワークショップ(問題分析･目

的分析系図)の結果」、9-5.「農村部 Maqbanah 郡での課題分析ワークショップ(問題分析･目的分

析系図)の結果」、9-6.「都市部 Al Mudhaffar 郡での課題分析ワークショップ(問題分析･目的分析

系図)の結果」を参照。 
 

2-2. 問題分析と目的分析結果 
2-2-1. 問題分析結果 

   以下では、郡別・グループ別に、ワークショップの分析作業で明確にされた問題

(Problem cards: 原因･結果関係 Cause-effect relation)を抜粋して紹介する。 
 

沿岸部 Dhubab の問題分析結果概容    注：①グループ１、②グループ２、③グループ３ 

 中心問題 直接原因 下部・原因（一部抜粋） 

父親が通学を反対する 共学, 学校/家庭の連携悪い,父親会機能せず 

本人が行き辛い 女子教員がいない,学校が遠い,トイレなし,共学
① 

多
く
の
女
子
が 

通
学
し
て
い
な
い 

中退者が多い スクールフィーを工面できない（徴収金が高い、

経済的困難）,家事･育児に忙しい（早期結婚）、
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親は教育に多く投資できない 子だくさん, 行政の支援が不十分 

学校･家庭の連携が悪い 学校･家庭連携の,行政支援と取り組みがない 

学校に時間のない男子がいる 家計を助けるために仕事をする必要がある 

女子は学校へ行く元気がない 学校は非常に遠い 

女子は学校へ行く時間がない 早期結婚、家事がある 

多くの女子は中等教育さえ修了

できない 

中等学校がない,女子教員がいない 

② 

中
退
者
が
多
い 

女子が望んでも親が娘の通学

に反対する 

女子教員がいない,共学である 

学校施設が子どもに不適切 トイレ施設がない,保健室がない 

学業の継続機会がない 早期結婚 

教育の重要性を認識していない --- 

親は教育費を工面できない 貧困家庭への行政の財政支援がない 

父親会が機能していない --- 

③ 

多
く
の
女
子
が
通
学 

で
き
ず
に
い
る 

親は娘を学校に行かせたくない 女子校がない、学校教育の質が低い 

        

農村部 Maqbanah の問題分析結果概容   注：①グループ１、②グループ２、③グループ３ 

 中心問題 直接原因 下部・原因（一部抜粋） 

中退女子が多い 早期結婚による家事･育児へ従事し時間と機会

を失う、家計の支援のための労働に従事する

（家畜飼育･水汲み）,学校教育の質が低くモテ

ィベーションが低い（特に Grade1~5） 

父親が通学を反対する Grade9 を修了しても仕事はなく学校教育は意

義が低いと父親は考える,女子教員がいない,学

校施設が悪く危険である 

ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰがない ---- 

① 

多
く
の
女
子
が 

通
学
し
て
い
な
い 

通学が困難 学校が遠い,道が悪く通学は危険である 

Grade6 になる前に多くの女子が

中退する 

学校での学習の質が非常に低い,学校施設が

学習には不適切,卒業しても仕事のない女性が

多い,学習意欲が低い,女子は家計の支援のた

めに仕事をしなければならない 

親は教育費を工面できない 男子より女子のほうが学費がかかる〔特に制服〕

子だくさんで全員教育させられない（男子優先）

娘の通学に反対する親がいる 共学である,女子校がない,女子教員がいない 

② 

多
く
の
女
子
が 

通
学
し
て
い
な
い 

親は教育が将来に役に立たな

いと考えている 

基礎を修了しても中等学校への進学機会はな

い,Grade9 を修了しても仕事はない,中等･高等

教育への投資は経済的に無理である 
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学校へのアクセスが悪い 通学路は子どもに危険である,学校が遠い 

娘の通学に反対する親がいる Grade6 以降に女子教員がいない,高等教育へ

の進学意欲が低い,共学である 

Grade5,6 で多くの中退者 女子は同じクラスで男子と一緒に学習するのを

望まない,共学である、早期結婚 

③ 

多
く
の
女
子 

が
通
学
し
な
い 

娘の教育に投資できない --- 

 

都市部 Al Mudhaffer の問題分析結果概容 注：①グループ１、②グループ２、③グループ３ 

 中心問題 直接原因 下部・原因（一部抜粋） 

年齢がいきすぎている 入学機会を逃し今からいくのは恥ずかしい 

女子中退者多い（Grade6~9） 学校が遠い,勉強が難しく進級が困難 

女子は疲労していて通学する体

力がない 

水汲み・薪集め・家畜世話などの労働がある 

早期結婚で家事･育児が忙しい 

親は娘を通学させたくない 女子教員がいない,共学、子沢山で男子優先、

本人が通学をいやがる 学校にトイレ施設がない 

① 

多
く
の
女
子
が 

通
学
し
て
い
な
い 

親は学校経費を工面できない 貧困家庭 

学校施設が整備されていない 机・椅子がない,教材がない,行政支援が不十分

通学に必要な交通手段がない ---- 

学校が遠い コミュニティに学校が不足している 

娘を通学させたくない親がいる 女子教育は重要でないと親は考えている,親も

教育を受けていない,卒業しても仕事はない,女

子校がない,女子教員がいない,女子に重要な

のは勉強より家事だと親は考えている 

女子は多くの仕事をかかえる ---- 

Grade1~5 のための質の高い教

員がいない 

---- 

子の学習意欲は低い 非実践的な教育,カリキュラムが古い,教員の配

置が学期前におこなわれず遅れる 

② 

中
退
者
が
多
い 

(

特
に
６
年
生) 

親は学校経費を工面できない 子だくさん,学校経費は高い〔特に女子〕 

学習困難がある ---- 

家庭の経済問題 多くの家庭が学校経費を支払えない, 

親は教育費よりもカートに多く投資する 

親の通学に対する支援がない 多くの親が学校教育は重要ではないと考えて

いる,親は非識字である、 

通学継続の機会がない 早期結婚、育児従事する 

学校と家庭の連携が悪い ---- 

③ 

多
く
の
女
子
が 

通
学
し
て
い
な
い 

通学困難 通学路で事故が多く危険、学校は非常に遠い 
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 2-2-2. 目的分析結果 
   ここでは、3 郡の分析作業で提出されたものについて、共通する目的別に内容をとりまとめ、

総合して紹介する。 
３郡の諸問題に対する目的分析結果概容 

選択された中心目的                 注：①グループ１、②グループ２、③グループ３ 

沿岸部 Dhubab 郡 女子みなが学校へ通学する(①③), 多くの子どもたちが学校で教育をうける（②）

農村部 Maqbanah 郡 子どもたちは（男子とともに女子も）みな学校へいく(①,②,③) 

都市部 AL Mudhaffer 郡 すべての女子が学校で学ぶ(①,②,③) 

   目的カード(一部抜粋)概容 

（直接）手段  

(右記の目的) 
左記実現のための手段(右記の目的) 左記について必要な手段 

家庭・父親は娘の学校教育の重要性を認

識している 

父親会・母親会で話合う 

学校で職業訓練教育を実施 

学校で保健教育を実施する 

コミュニティでのレクチャー実施 

女子教育理解広報･教育のための行

政官の指導技術訓練 

イスラムも女子教育を奨励していること

を説明する、 

モスクでの理解ｾﾐﾅｰ,ｽﾋﾟｰﾁ 

メディアを活用したキャンペーン 

女子教育理解推進組織の設置 

学校と家庭の連携 母親会の設置 

父親会の活性化と機能回復、 父親会設置 

女子教員が十分に配置されている 教育省・GEＯで女子教員拡充計画が

策定実施される 

教員養成大学が地域に新設される 

家庭・父親は息子と

同等に娘に通学を奨

励する 

女子校が十分に整備されている 新しい女子校の建設 

女子教員が十分配置されている 農村部･遠隔部での女子教員採用の

拡充 

女子教員有資格者へ農村部に赴任す

るよう奨励する 

地域で教員人材の発掘･統計調査 

女子教員臨時採用提案 

農村部で女子教員の住宅施を整備 

男女別クラスが編成されている  

女子は通学を希望

する 

父親とコミュニティが女子を支援する 父親が娘の学校教育の価値を理解 
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Grade1~5 を担当する教員の質が十分であ

る 

Grade1~5 を担当する教員に集中技術

研修を実施 

親が教育の重要性を理解している 地域で理解セミナー実施 

学校施設が適切である トイレ施設設置,フェンス設置、保健室

の設置, 机･椅子配置 

GEO による学校施設維持管理事業が

適切に実施される 

スクールフィーの工面が可能である 貧困家庭への財政支援がある 

教育投資可能な子どもの数 

児童労働（水くみ）の軽減・解消 水支援事業（水場の設置） 

家庭･学校･児童が通学継続の重要性を認

識する 

学校教育の重要性について、学校･家

庭･子どもたちで話合う 

扶養家族･子どもの数が多くない 家族計画学習の実施 

家庭の経済状況の改善 成人教育・職業技術学習実施 

子どもたちは通学を

継続する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育（教授と学習）の質が良い よく訓練された質の高い教員 

教育指導主事の技術が高い 

一クラスあたり生徒数が適切 

現代に合うカリキュラム（開発） 

適切な数の教員配置の実施 

適切な学習テキスト教材の配布 

特殊教育が提供される  

色鮮やかで描画のある教材がある  

実践的・応用科学的な教育である 職業教育、コンピューターの配置 

質の高い教員が採用される  

子ども学習意欲が高

まる 

学期開始までに教材が配布される  

コミュニティによる貧困家庭支援  女子は通学して学校

で学習する時間が十

分にある 

コミュニティによる女子労働軽減支援 水施設･タンク等設置 

学校･家庭の連携 父親会が活性化･機能回復される  

貧困家庭へのコミュニティでの支援 GEO,DEO でコミュニティ参画政策 親は学校経費を工

面できる GEO,DEO など行政の財政支援 新しい教育財政計画 

中等教育学校が新設される 大学が地域に新設される 学校での学習意欲

が高まる 卒業後に女性に仕事が十分にある  

通学の交通手段がある（バスなど）  学校へのアクセス 

学校建設が適切な地域に実施される MoE, GEO の的確な学校建設計画 

ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰの支援   
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2-3. 女子教育促進を妨げる原因と開発課題 
2-3-1. 教育アクセスと質と効率性の問題 

女子児童就学率の低さと中退率の高さはイエメンの特徴であり、タイズ州においても例外で

なく、特に貧困家庭の多い農村部、山岳地域、沿岸部において顕著である。上記 2-1, 2-2 で述

べたとおり、地域住民とのワークショップにおける分析作業でも、一部都市部では状況を異にす

るものの、3 郡の多様な参加者から、多くの共通した問題が提出されている。 
 

表 16. タイズ州のタイプ別基礎教育学校と女子生徒の対男子生比率 
男 子 1人 当 り女 子 比 率

N o .
D istricts 男 子 校 女 子 校 共 学 校 計

G rad e1
女 子 比

G rad e6
女 子 比

G rad e9
女 子 比

1 A l-Q ahirah 7 4 14 25 0.74 0.94 0.79

2 A l-M udhaffar 2 2 18 22 1.02 1.32 1.32

3 S ala 2 2 17 21 1.11 0.85 0.88

4 A l-T aiziya 2 3 102 107 0.82 0.55 0.42

5 S aber A l-M aw adem 0 0 77 77 0.82 0.52 0.43

6 M ashra'a  &  H adnan 0 0 18 18 1.17 0.70 0.40

7 M aaw iyah 3 6 71 80 1.03 0.30 0.28

8 K hadeer 4 3 48 55 0.77 0.55 0.43

9 H aifan 0 0 66 66 0.91 0.81 0.72

10  'S ame 0 0 24 24 0.97 0.51 0.41

11 A s-S elw 0 0 29 29 0.92 0.71 0.57

12 A sh-S himayatain 9 10 92 111 0.83 0.80 0.81

13 A l-M aw aset 6 1 57 64 1.09 0.82 0.79

14 A l-M a'afer 1 1 44 46 1.16 1.03 0.53

15 A l-M israkh 1 1 43 45 0.88 0.69 0.55

16 G abal H abashi 1 0 81 82 0.93 0.66 0.61

17 M aqbanah 4 3 107 114 0.65 0.45 0.28

18 A r-R aw nah 10 12 90 112 0.79 0.71 0.72

19 A l-S alam 7 4 79 90 0.94 1.01 0.93

20 A l-M akhaa 3 1 41 45 1.22 0.51 0.33

21  'M aw za 1 1 25 27 1.66 0.47 0.27

22 A l-W aziiyah 5 6 19 30 1.89 0.62 0.35

23 D hubab 0 0 12 12 1.24 0.44 0.36

68 60 1 ,174 1,302
S o urce: D epartm ent o f S tatistics, E valuatio n and Fo llo w -up, G E O  in T aiz, 2004

T o tal

 
注：ハイライトが対象の 6 郡、 

厳密には、都市部は No.1~3 の郡、 山岳部は No.4~19, 21, 22,  沿岸部は No.20, 23 の郡 

 

以下では、タイズ州における女子教育の問題とその原因を、統計資料とワークショップ実施

結果からの分析概容を説明する。 
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2-3-2. 男子生徒一人当たりの女子児童生徒比率 
 下表にみられるとおり、本案件対象地のタイズ州全 23 郡の平均をみると、Grade1 の男子一人

あたり女子児童生徒比は、1.02 と、女子人口比に相応して男子を上回る。しかし翌年の Grade2
では 0.87 にまで下がり、Grade 6 で 0.69, Grade 9 では 0.57 にまで落ち込む。 
 

表 17．タイズ州の男子生徒一人あたり女子児童生徒比率の変化 

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G1比 G2比 G3比
女子比 女子比 女子比 女子比 女子比 女子比 女子比 女子比 女子比 差異 差異 差異

1 Al-Qahirah 0.74 1.09 0.99 0.90 0.90 0.94 0.72 0.85 0.79 0.05 -0.30 -0.21
2 Al-Mudhaffar 1.02 1.38 1.10 1.08 1.14 1.32 1.38 1.37 1.32 0.30 -0.05 0.22
3 Sala 1.11 0.99 0.97 0.86 0.78 0.85 1.03 0.76 0.88 -0.24 -0.11 -0.10
4 Al-Taiziya 0.82 0.78 0.71 0.70 0.65 0.55 0.48 0.43 0.42 -0.40 -0.36 -0.30
5 Saber Al-Mawadem 0.82 0.78 0.75 0.64 0.55 0.52 0.47 0.68 0.43 -0.39 -0.35 -0.32
6 Mashra'a & Hadnan 1.17 0.91 0.95 0.89 0.79 0.70 0.76 0.48 0.40 -0.76 -0.51 -0.54
7 Maawiyah 1.03 0.79 0.90 0.54 0.38 0.30 0.32 0.30 0.28 -0.75 -0.52 -0.62
8 Khadeer 0.77 0.70 0.67 0.59 0.60 0.55 0.42 0.48 0.43 -0.34 -0.27 -0.24
9 Haifan 0.91 0.93 0.84 0.90 0.85 0.81 0.79 0.68 0.72 -0.19 -0.21 -0.12

10 'Same 0.97 0.73 0.84 0.76 0.56 0.51 0.45 0.46 0.41 -0.55 -0.32 -0.42
11 As-Selw 0.92 0.98 0.98 0.91 0.89 0.71 0.69 0.65 0.57 -0.35 -0.41 -0.41
12 Ash-Shimayatain 0.83 0.90 0.99 0.81 0.80 0.80 0.75 0.78 0.81 -0.02 -0.10 -0.19
13 Al-Mawaset 1.09 1.02 0.95 0.86 0.83 0.82 0.79 0.76 0.79 -0.30 -0.23 -0.16
14 Al-Ma'afer 1.16 0.86 0.82 0.71 0.59 1.03 0.58 0.50 0.53 -0.63 -0.33 -0.29
15 Al-Misrakh 0.88 0.94 0.72 0.83 0.74 0.69 0.69 0.63 0.55 -0.34 -0.39 -0.17
16 Gabal Habashi 0.93 0.86 0.93 0.81 0.77 0.66 0.59 0.59 0.61 -0.32 -0.26 -0.33
17 Maqbanah 0.65 0.72 0.68 0.52 0.45 0.45 0.42 0.30 0.28 -0.37 -0.43 -0.40
18 Ar-Rawnah 0.79 0.64 0.81 0.81 0.79 0.71 0.70 0.69 0.72 -0.07 0.08 -0.09
19 Al-Salam 0.94 0.98 1.01 0.90 0.90 1.01 0.89 0.92 0.93 -0.01 -0.05 -0.09
20 Al-Makhaa 1.22 0.64 0.59 0.60 0.55 0.51 0.41 0.39 0.33 -0.89 -0.31 -0.26
21 'Mawza 1.66 0.65 0.54 0.64 0.50 0.47 0.38 0.27 0.27 -1.39 -0.38 -0.27
22 Al-Waziiyah 1.89 1.00 0.80 0.69 0.84 0.62 0.51 0.27 0.35 -1.54 -0.66 -0.45
23 Dhubab 1.24 0.67 0.88 0.54 0.57 0.44 0.49 0.51 0.36 -0.88 -0.30 -0.52

1.02 0.87 0.84 0.76 0.71 0.69 0.64 0.60 0.57 -0.45 -0.29 -0.27
Source: Department of Statistics, Evaluation and Follow-up, GEO in Taiz, 2004

No. 郡

州23郡平均比率

 

  注：ハイライト郡が、本計画の事業対象郡に該当 

 

特に貧困層の多い農村部(No.4~19)や沿岸部(No.20~23)において、学年を経る毎の女子児

童生徒比の落ち込みは顕著であり、女子児童の中退者がいかに男子生徒よりも多いかが理解

できる。 
平均すると都市部(No.1~3)で女子の中退が増加するのが Grade４あたりから、沿岸部では

Grade2 から既にその傾向が明確である。農村部はバラツキのあるものの、Maqbana (No.17)で
は Grade１の時点から女子比は小さく、Grade9 では 0.28 というきわめて低い数値を見せる。 

これら女子の就学や通学継続を妨げる原因は、以降に説明するように多様かつ複雑であり、

その取り組みとしては多角的な方向からの相互補完的・相乗効果的な活動が必要である。 
 

2-3-3. 保護者とくに父親の共学への抵抗 
  学年があがるにつれて中退者が増加するという傾向を生み出す原因のひとつは、娘が女性

と意識され始める 9 歳あたりから、親、厳密には父親が、男子教員や男子生徒と同じ教室で学
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ぶことを良しとせず、通学に反対するという事情がある。 
 

2-3-4. 女子教員の極端な不足 

表 18. タイズ州の女子教員 1 人あたり女子児童数 

1 A l - Q a h i r a h 2 3 ： 1
2 A l - M u d h a f f a r 2 3 ： 1
3 S a l a 1 9 ： 1
4 A l - T a i z i y a 1 0 6 ： 1
5 S a b e r  A l - M a w a d e m 1 3 1 ： 1
6 M a s h r a 'a  &  H a d n a n 3 0 1 ： 1
7 M a a w i y a h 8 4 2 ： 1
8 K h a d e e r 1 2 6 ： 1
9 H a i f a n 7 9 ： 1

1 0  'S a m e 4 3 9 ： 1
1 1 A s - S e l w 4 4 2 ： 1
1 2 A s h - S h i m a y a t a i n 7 2 ： 1
1 3 A l - M a w a s e t 3 4 8 ： 1
1 4 A l - M a 'a f e r 6 8 4 ： 1
1 5 A l - M i s r a k h 3 6 6 ： 1
1 6 G a b a l  H a b a s h i 2 1 8 ： 1
1 7 M a q b a n a h 1 ,6 8 9 ： 1
1 8 A r - R a w n a h 9 7 ： 1
1 9 A l - S a l a m 4 7 ： 1
2 0 A l - M a k h a a 4 2 0 ： 1
2 1  'M a w z a 6 7 9 ： 1
2 2 A l - W a z i i y a h 7 7 9 ： 1
2 3 D h u b a b 6 7 9 ： 1

3 7 4 ： 1
S o u r c e :  D e p a r tm e n t  o f  S ta t i s t i c s ,  E v a lu a t i o n  &  F o l lo w u p ,

 G E O  in  T a i z ,  2 0 0 4

N o .
郡

女 子 児 童  対
女 子 教 員

州 2 3 郡 平 均

 

注：ハイライト郡が、本計画の事業対象郡に該当 

 

2-3-5.児童労働と中退 
 女子の中退の理由のもう一つの大きな原因は、労働である。農村部とくに山岳部では多くの

女子児童が水汲み、家畜の世話、薪集め、農作業に従事している。電気設備のないこうした土

地では、日中にあらゆる仕事を済ます必要がある。そのため、日中は労働に従事し、電気設備

のない学校も夜のシフトを設定することができず、学業の継続が更に難しくなる。 
 

2-3-6.早期婚と貧困 
 イエメン全体の特徴として、女子は早期の 10 代に結婚する。農村部などでは、女子児童が初

潮を迎える 12 歳くらいから、男子児童でも 15 歳くらいから、親は結婚を考え始める。早期婚は

早期出産をもたらすので、多くのケースが、女子は家事と育児のために学業を中止する。貧困

状況の厳しい地域では、家族を増やすことが親族の社会的立場を強めることにつながるとの考

えがあるため、早期婚の問題は貧困問題と直結している。 
 

女子教員の不足は農村部と沿岸部に

おいてとくに深刻である。 

学校に女子教員がいないということ

が、女子中退の大きな 1 原因であると既

に前述したが、女子教員不足の深刻な

地域と、男子に対する女子生徒比率の

低い地域が見事に合致することからも、

明確である。 

( 表 １ と と も に 、 Maawiyah, Maqbanah, 

Mawza などに注目) 

 したがって、女子児童の中退には、女

子教員数や配置の問題が直結している

のであるが、女子の高等教育への進学

者が少なく教員が育たない実情、少数の

教員資格を有する女性が遠隔地へ行く

ことが困難な社会・文化事情と習慣、教

員の雇用と配置が中央の教育省以外の

雇用保険省で実施されるという行政シス

テムの問題など、原因は複雑である。 
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2-3-7.学校教育への理解（男児優先、学校教育への期待度の低さ、親の非識字） 
全児童の基礎教育就学の実現のためには、教育の公正が第一の課題となる。しかし、子沢

山の家庭においては、まず学校教育を受けるべきなのは息子であり、余裕があれば娘であると

の考え・習慣が根付いている。娘にも教育は重要ではあるが、基礎教育を修了しても社会で仕

事が何もない以上、学校教育の意義は低く、期待度も低い。 
また、親もまた学校教育を受けることができなかった場合、通学への理解はいっそう低くなり、

女子の就学継続の支援が家庭で得られない、という現状を生んでいる。 
 

2-3-8.学校教育の質と学習意欲(ソフト及びハード) 
 中退の原因とかかわる学校教育に対する親の期待や、児童自身の学校への期待としては、

男女別の教室が設置されているか、トイレ施設があるか、フェンスがあるか、保健設備があるか

などのハード面と、生徒数が過密でないか、教授及び学習の質など、ソフト面がある。 
 教室が男女一緒である場合、学校にフェンスがなく女子児童が外から見られるという不安があ

る場合、遠距離から通学しながら学校にトイレ施設がない場合、親も女子児童自身も、通学をた

めらうという実情がある。また、生徒が過密な授業や教材が十分にない授業では、学習の質は

低くなりがちで、児童生徒の学業への意欲に悪影響を及ぼしている。 
 教職員の不足、学校施設の未整備、教材配送の遅れなどは行政の問題でもあることから、行

政の質的向上とともに、学校施設と運営の改善対策を図る必要がある。 
 
 

2-3-9.教育行政において未開発である女子教育推進・中退対策・地域住民参画指導技術 
第 1 章において述べた「基礎教育開発戦略」(BEDS)における取り組むべき八つの改善事項

（コンポーネント）について、特にタイズ州における開発課題は、「女子教育の推進」、「教育事

業への地域住民参画」であり、教育行政において同行政技術・知識・環境が整備されていない。

女子教育部は設置されているものの、事業計画はなく、地域参画についても、業務の目的･内

容が明確化されていない。 
また、中退防止には中退理由の把握など、ニーズ調査が必要であり、そのための統計データ

ベースの構築は、政策策定に必須のものである。これについては現在「教育情報管理システム

Education Management Information System (EMIS)」事業が推進され、タイズ州でも新しい統計

フォームによるデータベース整備が進められ改善が期待されるが、同時に、問題の解決には、

質的調査の手法を同時に育成する必要がある。 
学期開始までに十分な教員が適切に配置されない、開校期間中に教員の異動があるなど、

学校教育の質的問題を引き起こす行政業務の不備については、総合的な質的向上が必要で

ある。 
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第 3 章 中央教育省における PCM ワークショップ結果 
 

中央教育省における参加者は、目的分析や解決策分析で専門技術的な行政知識が直接事業

デザインに貢献されるよう、本計画で重要と考えられる分野に従事する職員が参加者に選ばれ

た。 
 

表 19. サナア（中央）でのワークショップ参加者 

タイズ州 タイズ州教育局局長(GEO)、GEO 教育セクター長 （2 名） 

中央教育省 女子教育部、教員業務部、視学・指導主事部、統合教育部、  (12 名) 

日本側 ＪＩＣＡ調査団（モデレーター、通訳） 

 

 

3-1. 関係者分析・問題分析・目的分析 
中央での分析作業は、タイズ州でのワークショップと調査結果、教育統計を基礎資料として実

施され、タイズ州で特徴的な教育課題について、行政の視点を加味して、実施された。  
  PCM ワークショップの分析作業結果については、添付参考資料の 9-7.「中央教育省での PCM
ワークショップ(関係者分析・問題分析･目的分析系図)結果」を参照。 
 

3-2.解決策の分析とアプローチ選択 
目的系図を活用した解決策の分析とアプローチの分析では、以下のようなアプローチ（戦略）が

発見され、プロジェクトのベーシックデザインへの基本的なアイデアが選定された。 
 

解決策分析による多様なアプローチ  （添付参考資料の 9-7 の系図参照） 
Note: ○本計画活動に導入、△一部あるいは全部パイロット事業で実施可能

性あり、各アプローチは別のアプローチと重複する部分もある 

  アプローチ名称 主な概要  

1 School facility improvement  学校施設の維持管理修復, 机・椅子の整備, 備品の整

備, 

△ 

2 Children encouragement 教材配布、教員の質向上, 現代にあったカリキュラム開

発と学校授業の改善,クラス生徒数の緩和などによる学

習意欲の向上, など 

△ 

3 Educational quality improvement  適切な教員配置, 現代にあったカリキュラム開発, 教員

訓練 

 

４ School administration improvement 学校運営管理者（校長など）の女子教育理解･指導技術

の研修, 適切な教材配布, 教員研修, など 

○ 

5 Child labor alleviation & prevention 水汲・農業・家畜飼育・薪集め等の労働を軽減するため △ 
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の地域レベルの事業（水場設置等）, 貧困家庭支援, 成

人への職業教育 

6 Activating parents and community 学校コミュニティの連携体制構築, 定期的な意見交換

の機会の設定, 父会の活性化, 両親への成人教育の

提供, 女子教育理解キャンペーン・ワークショップなどの

実施, 行政官への女子教育と地域住民参画についての

技術研修実施,政策策定 

○ 

7 Dropouts alleviation  （上記 1~6） ○△

8 Female teachers’ qualifying 農村部での女子教員の雇用促進,女子教員人材発掘調

査実施, ボランティア教員採用, 教員養成の推進, 教

員採用政策・計画の改善, など 

○ 

9 School access improvement  適切なスクールマッピング調査,学校建設  

10 Girls’ motivation raising 女子教員の雇用拡大, 保健室の設置, トイレ施設の設

置, 男女別クラス編成, 

△ 

11 Poor family support コミュニティによる貧困家庭への学費支援, 行政による

貧困家庭への学資支援, 家族計画による家庭児童数の

緩和 

△ 

12 Illiteracy alleviation 入学齢の過ぎた少女への家庭訪問学習の実施、識字

教育・職業教育などの提供, 6歳児の家庭への入学登録

推進キャンペーンの実施,  

△ 

13 Social worker development 学校児童生徒のメンタルケアと、学校・家族間の連絡調

整を行う、ソーシャルワーカーの育成と雇用拡充 

 

 

 

3-3. プログラム･デザイン 
タイズ州及び中央サナアでのワークショップ実施と協議をとおして、イエメン側と日本側で合意さ

れた本計画の基本設計は、以下のとおりである。 
 

3-3-1. 協力の目標 
① 協力終了時の達成目標（プログラム目標）と指標・目標値 
【目標】タイズ州のパイロット 6 郡において女子教育促進に有効な地域住民・学校主体の地方

教育行政モデルが開発される 
【指標】１．タイズ州の女子教育推進ガイドラインの完成 

2．パイロット校における G 6 の男子生徒一人に対する女子生徒の比率 
（目標値はベースライン調査結果に基づき 2005 年 9 月までに設定する） 

 

② 協力終了後に達成が期待される目標（上位目標） 
【目標】タイズ州（パイロット 6 郡含む全 23 郡）において女子児童の基礎教育就学率が向上する 
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【指標】対象 6 郡における G1 ~ G9 の女子児童生徒の就学率 
    （目標値はベースライン調査結果に基づき 2005 年 9 月までに設定する） 

 

③ より長期な達成目標（スーパーゴール） 
【目標】タイズ州において BEDS に沿って 2015 年までに基礎教育の完全就学が達成され 
     る 
【指標】（注１） 1．タイズ州における G1 ~ G6 の男女児童生徒の就学率 が 100%となる 

2．タイズ州における G1 ~ G9 の男女児童生徒の就学率が 90%となる 
 

3-3-2. 成果(アウトプット)と活動指標 
アウトプット１．タイズ州の地方教育行政能力が育成される 
【指標】1．GEO, DEO 教育行政官への技術研修の実施回数及び参加人数 
    2.学校,DEO,GEO 間のパイロット活動実施報告書が、月間報告（月１回）及び年間総合

報告（年１回）それぞれ提出される。 
3.女子教育啓蒙・促進活動の広報活動数の回数及び参加人数と広報資料配布数 

 
アウトプット２．基礎教育改善事業への地域住民参画が活性化される 
【指標】1.父会・母会新設数と活動実績 

      2. 父会・母会、学校関係者、DEO へのワークショップの実施回数及び参加人数 
3. ファシリテーターによる DEO へのパイロット活動実施報告書が、月間報告（月１回）及

び年間総合報告（年１回）それぞれ提出される。 
4. 両親・地域住民の女子教育への期待度の上昇 
 （目標値はベースライン調査結果に基づき 2005 年 9 月までに設定する） 

 
アウトプット３．学校関係者（校長・教員等）の学校運営能力が育成される 

  【指標】1.学校運営管理者の研修回数及び参加人数 
2.学校運営委員会が、年６回以上開催される 
3.学校と学校教育に対する両親・地域住民の期待度の上昇 

（目標値はベースライン調査結果に基づき 2005 年 9 月までに設定する） 
4.学校運営管理者による DEO へのパイロット活動実施報告書が、月間報告（月１回）及び

年間総合報告（年１回）それぞれ提出される。 
 

表 20. Program Design Matrix(PDM)の事業概要 

事業概要 Narrative Summary of the Program 

スーパーゴール: タイズ州において BEDS に沿って 2015 年までに基礎教育の完全就学が達成される 

上位目標:     タイズ州において女子児童の基礎教育就学率が向上する 

プログラム目標:  タイズ州のパイロット６郡において女子教育促進に有効な地域住民・学校主体の 

地方教育行政モデルが開発される 

                                                  
（注１） 本指標はイエメン政府の BEDS 目標指標である。 
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アウトプット:    １．タイズ州の地方教育行政能力が育成される 

２．基礎教育改善事業への地域住民参画が活性化される 

３．学校関係者（校長・教員等）の学校運営能力が育成される 

活動: 

1-1. GEO, DEO, Local Board’s, Local Council’s を対象として,女子教育推進及び地域住民参画にかかわる行政知識・

技術を含む BEDS 理解のワークショップを開催する 

1-2. タイズ州内全郡への、女子教育促進理解活動が、組織される 

1-3. 基礎教育の現状と課題についてのベースラインサーベイ**を（対象郡と比較サンプル郡において）実施する 

1-4. 事業対象学校,地域社会, DEO, GEO 間の連携体制・連絡網を確立する 

1-5. タイズ州版 BEDS にもとづいて, 事業対象各郡の教育開発計画を策定する 

1-6. パイロット事業の実施ガイドライン(目的, 活動のクライテリア, 事業デザイン・提案・実施までの手続き, 提案書の

作り方など) を決定・作成する 

1-7. パイロット事業（地域住民提案型、及び学校提案型）のモニタリング方法についての研修を, 対象郡の DEO 職員

とモニタリング要員に実施する 

1-8. パイロット事業のモニタリング実施する 

1-9. パイロット事業についてのワークショップを定期開催し, 郡及び州レベルで,経験・問題・教訓を共有する 

1-10. エンドラインサーベイを実施する（1-3 に対応） 

1-11. 活動 1-8, 1-9, 1-10 の結果にもとづき,タイズ州の「女子教育促進ガイドライン」を策定する 

2-1. 本案件とパイロット事業（地域社会提案型）***の概要説明ワークショップを GEO, DEO 職員, 学校関係者及び地

域の人々を対象に開催し、相互理解をもつ 

2-2. 対象地域コミュニティにおいて,女性及び男性のファシリテーターを人選する 

2-3. 対象学校に父会・母会がない場合には新たに設置する 

2-4. ベースラインサーベイの結果を学校運営管理者や地域住民に紹介し, 取り組むべき基礎教育課題についての助

言や指導を行う 

2-5. 父会・母会のメンバーを対象に,父会・母会を活性化させるための活動内容・実施責任事項などについての、ワー

クショップと研修を開催する 

2-6. 教育とくに女子教育の重要性についての定期ワークショップを父会・母会メンバーを対象に開催する 

2-7. 父会・母会メンバー, 地域住民代表者, 女子・男子児童生徒,学校関係者の間で, 教育課題と開発ニーズを発見

するための会合をもつ 

2-8. 活動 2-7 で言及された関係者間での会合をもち,活動 1-5 で策定された郡 DEO の計画案に基づいた,地域住民提

案型のパイロット事業の立案を行う 

2-9. 活動 2-8 で策定された,地域住民提案型のパイロット事業を実施する 

2-10. 地域住民提案型のパイロット事業の進捗状況を適宜モニターし, 活動 2-2 で採用されたファシリテーターは定期

的に DEO へ報告する(報告書の作成) 

3-1. 学校運営,女子教育促進などの技術研修を,校長・教頭など学校運営管理者を対象として実施する 

3-2. 対象学校内に校長・教頭・教員・指導主事など学校運営管理関係者, 女子・男子生徒代表者, 父会・母会代表

者, DEO 職員で構成される学校改善委員会を設置する 

3-3. 活動 3-2 で設置された学校改善委員会のメンバーで会合を開催し, 学校運営と教育の質の向上を目的とした改
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善課題を発見する 

3-4. 学校改善委員会のメンバーが会合を開催し, 活動 1-5 で策定された郡 DEO の計画案に基づいた,学校提案型の

パイロット事業の立案を行う 

3-5. 活動 3-4 で立案された,学校提案型のパイロット事業を実施する 

3-6. 学校提案型のパイロット事業の進捗状況を適宜モニターし, 学校改善委員会の代表者は定期的に DEO へ報告

する(報告書の作成) 

注記：スーパーゴールを除く指標の具体的数値、質的内容は、応札コンサルタントによって、プロ

ポーザルの中で提案される 

 

 

第4章 日本側協力案･検討結果（目的・アウトプット・パイロット事業概要・留意点) 
 

本計画では、イエメン国のタイズ州における、女子教育促進と中退の防止のための、地域住民

参加型・学校主導型の教育事業推進、地域教育行政能力の育成・普及を目的とする。事業活動

として、対象州の州教育局(GEO)と対象州内事業サイト（タイズ州の 6 郡）の地域住民、学校運営

管理職員・教職員及び基礎教育行政官を関係者に、教育課題改善事業計画の策定能力と、事

業実施・運営能力の指導・育成にかかわる、技術協力を行う。 
 

4-1. 女子教育促進のための行政能力育成（アウトプット 1） 
 計画内容においては、「基礎教育開発戦略」(Basic Education Development Strategy: BEDS)の
八つの取り組み（コンポーネント）のうち、特に学校運営管理能力育成、教育行政地方分権化推

進、女子教育促進計画策定と広報活動、地域住民参画推進・技術育成にコミットする。中でも女

子教育促進と地域住民参画推進は対象州のタイズにとって新たな取り組みであるとともに本計画

の重要な活動内容である。 
本計画の実施終了時には、地域住民参加型、学校主導型の教育行政によって、女子教育を

促進したメカニズムが明確にされて、「女子教育推進ガイドライン」の策定が、指導・実施される予

定である。 
 

4-2. 女子教育促進のための地域住民参画活性化（アウトプット 2） 
地域住民が、自ら基礎教育課題の分析・解決策の発見を実施し、現状改善と女子教育推進の

ための事業計画を立案・提案する。適切に設計された事業案について、本計画はパイロット事業

費を支援し、計画の実施を可能とする。 
パイロット事業の例としては、女子教育理解活動、識字・職訓・リプロダクティブヘルスケアを含

む成人教育、コミュニティにおける給水・貯水タンク等整備による女子児童労働の軽減対策、貧困

家庭への学費支援など、地域に根付く女子の教育課題ニーズに整合した、多様な事業が想定さ

れる。 
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4-3. 女子教育促進のための学校運営改善（アウトプット３） 
学校運営改善には、学校長など管理職員の女子教育理解のための技術研修が実施される。さ

らに、学校関係者と地域住民･生徒らが自らの基礎教育課題の分析・解決策の発見を実施し、現

状改善と女子教育推進のための事業計画を立案・提案する。適切に設計された事業案について、

本計画はパイロット事業費を支援し、計画の実施を可能とする。 
女子教育促進のための、学校運営改善による提案型パイロット事業としては、学校施設整備(ト

イレ・フェンス等)、男女別教室編成、教材輸送費調達、女子教員臨時あるいは促成採用、学校ト

イレ施設における給水・貯水タンク等整備、学校に根付く課題ニーズに整合した、多様な事業が

想定される。 
 

4-4. ジェンダー・貧困・環境などへの配慮 
女子教育促進に向けて、女子就学の阻害要因となっている事項（男女共学クラス、女性教員不

足、フェンス・トイレ・机・椅子等の未整備、手伝い等）の対策を図ることはもちろん、教員や両親に

よる学業に関するフォローを充実させ、学ぶ喜びを女子生徒が感じ、継続就学を自らの強い意思

によって決定されるよう図っていくことが重要である。 
コミュニティレベルの活動においては、母会メンバーに対し、成人教育等の受益者としてだけ捉

えるのではなく、女子教育促進のアクターとして彼女たちが意思決定のプロセスに参加し、なんら

かの役割を担える機会を提供していくことが重要である。彼女たちのエンパワメントのみならず、自

分たちの果たす大きな役割に気付くことで娘を学校に送り続ける原動力になることが期待される。 
なお、学校同様にコミュニティの活動においても男女別の習慣は根強く、父会、母会の会合は

別々に行うことが女性の意見を吸い上げる上でも望ましい。 
 

4-5. 類似案件からの教訓の活用とドナー協調 
JICA 事業では、グアテマラに対する女子教育協力（専門家派遣、UNDP の Japan Fund 等）で、

地方の現状に即したパイロット事業を地方行政官の主導で実施し、女子教育の重要性に関する

認識の高まりや学校運営管理の向上が見られた実績があるので、本案件においても、実施手法

や評価方法などを参考としている。 

他事業としては、学校・地域住民主体の基礎教育拡充に関する協力として、インドネシア「地域

教育開発支援調査」やモロッコ「地方基礎教育改善計画調査」など数カ国において既に経験を蓄

積している。本案件で実施する学校・地域住民の提案に基づくパイロット活動は、上記の類似案

件で導入し、いずれも高いインパクトを生んだ手法である。 

これら類似案件の教訓としては、地域（コミュニティ）と学校の両方への働きかけ、現地人材を活

用したきめ細かいモニタリング、成果を客観的に把握するための綿密なベースライン/エンドライン

評価などが挙げられる。本案件のプロジェクトデザインはこれらの点に留意したものである。 

JICA 以外の機関の事業としては、多様な支援組織がイエメンにおける基礎教育開発事業を展

開しており、女子教育の推進と地域住民のエンパワメントについての経験を有している。 
特にドイツの GTZ の父会・母会設立マニュアルや地域へのコミットメントの手法、Social Fund for 

Development: SFD による住民参加型の多角的なパイロット事業の経験やノウハウから、多くの教
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訓を得ることが可能である。 
また世銀は BEDS 推進のための「基礎教育拡充計画（Basic Education Expansion Project: 

BEEP）」を実施、続いて「基礎教育開発計画(Basic Education Development Project: BEDP)」を準

備中である。 
これら他機関の技術を必要に応じて導入し、教訓から学び、相互に情報をシェアすることでイエ

メンのタイズ州の現状に合致した相互補完的な支援が可能になるであろう。 
 
 

第5章 五項目による事業事前評価 
 

本件の事業案は、プロジェクトサイクルマネージメント PCM 手法に基づき、同手法のもと以下の

五項目の観点から検証・評価され、実施の適切性が確認された。 
 

5-1. 妥当性 
女子教育に焦点をあてた本案件の目標は、第１章の 1-1 で確認したイエメン政府の教育開発

政策のもと、BEDS の実施を直接支援するものである。具体的には、BEDS の八つのコンポーネ

ントのうち、特に学校運営管理能力育成、教育行政地方分権化推進、女子教育促進、地域住民

参画推進のための能力向上に貢献する。中でも、女子教育促進、地域住民参画推進は対象州

のタイズにとって、新たな取り組みでるとともに、タイズ州民のニーズに合致した支援事業を可能

とするものである。 
また、本案件の目標と活動内容は、BEDS で明確に確認された優先プログラム、及び PRSP と

MDGs の目標達成を支援し、イエメン政策と整合性をもつものである。 
イエメンにおける女子児童の不就学・中退には社会文化要因が大きいことから、女子教育促

進のためには、教育行政ならびに学校のみならず、対象地域住民のコンセンサスとオーナーシ

ップを醸成することが必須である。したがって、行政との連携のもと、学校及び住民グループが各

地域の状況に即した女子教育促進の方策を競技し、立案・実施するという本案件のアプローチ

は、有効かつ適切なものと判断できる。 
我が国の協力の適切性については、ODA 大綱で人間開発を通じた貧困削減支援として教育

分野の協力に高い優先度をおいており、特に基礎教育分野については 2002 年のカナナスキス

サミットにおいて「成長のための基礎教育イニシアティブ(Basic Education for Growth Initiative：

BEGIN)」を発表して一層の支援強化を表明している。BEGIN は「教育機会のジェンダー格差の

改善のための支援（女子教育）」を重点分野に掲げており、本案件はかかる政策に合致したもの

と言える。 

以上の点から、本案件の目標・内容・実施の妥当性、JICA 支援の妥当性が明確に確認でき

る。 
 

5-2. 有効性 
女子教育推進は、イエメンの全児童就学という目標達成のために不可欠であり、かつ緊急に
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取り組みが必要な課題である。しかしながら女子児童を取り巻く環境は多様で問題は複雑であり、

学校教育の状況や女子児童の通学・生活状況は、対象各郡のコミュニティごとに異なるため、各

地域に潜在する問題の分析と解決策の発見がまず重要である。 
そのため本案件では、行政、地域住民、学校という主要 3 種のステークホルダーが相互補完

的・相乗効果的に活動する。必要・適切な資源により実施される行政官への技術研修、地域の

ニーズに合致した小規模のパイロット事業は、多様な関係者の参画により実施されることで、総

合的に大きな効果を生むことができると期待される。 
本計画では、パイロット事業策定の段階から地域社会と学校が学校教育改善事業へ参加し、

かつモニタリングにも参加することで、地域住民と学校関係者にコンセンサスとオーナーシップを

自覚させ、自立発展性につながるエンパワメントを可能とする。すなわち、行政との連携のもと、

地域社会が地域の開発課題について改善事業を協議・計画・実施していくプロセスを尊重し、支

援する。 
女子就学促進のアプローチは、行政からの指導によるだけではなく、課題が根付く地域社会

から提案されて、地域のニーズに合致した活動が可能となるであろう。 
地域住民の教育への参画促進のために、本計画では父会・母会が新設あるいは活性化され

る。また、学校運営については学校改善委員会が設置され、運営改善が図られる。 
学校提案型のパイロット事業は、女子児童中退の原因分析と改善方策の選択により計画され、

地域レベルで計画策定を行い教育の質を向上させる、という機会を学校が提供することになる。

こうした、地域住民・学校主体の事業と支援は、中央から地方へ学校レベルへの政策策定の地

方分権化の能力と、地域社会・学校・行政区地域の教育従事者・関係者間の連携強化の能力を

育成することとなろう。 
行政レベルへのアプローチでは、タイズ州のニーズに合致した、州 BEDS 戦略策定の技術指

導が実施される。また、上記パイロット事業の成果や教訓をとおして、児童の就学を促進するメカ

ニズムが明確にされ、行政が担う役割についての有効な教訓を得ることができるであろう。 
 

 5-3. 効率性 
本案件では、女子教育改善のパイロット活動実施に当たり、コミュニティ・学校の既存資源（人

材、物資等）の有効活用を図る。人材面では、地域住民（女性）をファシリテーターとして採用し、

コミュニティでの女子教育の啓発活動の牽引役にあたらせる計画であり、コミュニティ外部の人材

を登用する場合に比べ、交通費やモニタリング頻度の観点から効率性が高い。 

 また、物資面では、学校内外の施設整備（机や椅子、フェンスやトイレなど）は、父母会やコミ

ュニティ関係者の自発的な協力支援を活用する計画であり、外部人材・資材のみで実施する場

合に比べ、地域に適正な技術でニーズを充足することが可能である。 

 

 5-4. インパクト 
本案件の終了時には、女子教育促進を円滑に可能にしたメカニズムが明確化され、「女子教

育推進ガイドライン」が完成される予定である。 
タイズ州の教育行政が、本案件で培った技術と知識を他郡へも活用することにより、BEDS 目
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標達成のための、州全体の包括的な女子教育向上のための地方教育行政システムを可能とす

ると期待される。本件対象郡以外への地域への技術の普及が可能となり、女子就学の向上(上
位目標)と BEDS 目標（ｽｰﾊﾟｰｺﾞｰﾙ）の達成に、寄与できると期待される。 

 

 5-5. 自立発展性 
本案件のパイロット活動を通じた経験の蓄積、ならびに協力成果（女子教育推進ガイドライン）

を終了後も活用することにより、タイズ州における地方教育行政の体制が構築され、女子教育が

持続的に拡充されることが期待される。 

さらに、本案件を通じた地域住民や学校関係者の教育へのオーナーシップとインセンティブ

の向上により、既存資源の有効活用や州・郡議会からの教育予算の増加などを見込むことが出

来、継続的な教育開発が期待される。 

 

図 6. BRIDGE プログラムのコンセプトマップ 
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第6章 対象 6 郡と、対象サブディストリクト･学校の選定 
  

「関心表明」(Express of the Letter of Interest)と三つのクライテリアに基づいた以下の郡選定手

順にしたがい、イエメン側と日本側で対象の 6 郡、すなわち Maawiyah 郡, Same 郡, Maqbanah 郡, 
Al Makhaa 郡, Al-Waziiyah 郡, 及び Dhubab（別称 Bab Al Mandab）郡が選定された。対象郡選

定の客観的検証データについて、添付参考資料 9-8「本計画対象郡選定概容」を参照。 
 

6-1. 事業対象 6 郡の選定方法と選定結果 
 

6-1-1. 前提条件としての「関心表明」方式 
対象郡の選定に先立ち、調査開始後 2 度目の 23 郡教育局長との会合をもち、本計画事業の

基本設計の説明が行われた。同時に、「関心表明」(Letter of Interest)方式が本計画参加のための

前提条件となることが確認され、会合後に 20 郡からの「関心表明」書簡が提出された。 
 

6-1-2. 対象 6 郡選定基準の 3 項目(クライテリア) 
以下三つの選定項目において最も状況の悪い郡が、支援対象の 6 郡として選定された。 

【選定基準 3 項目】 
1) Grade 1~9 において対男子生徒女子比率（男子生徒 1 人当りの女子生徒比）が低い郡 
2) 女子中退者多い郡（Grade 1 時に比較し Grade4, 6, 9 で女子生徒数減少が多い郡）. 
3) 女子教員の不足が激しい郡 (女子教員 1 人当りの女子生徒数が極めて多い郡) 

 

表 21. 本計画対象 6 郡選定結果 

No. D istricts 関 心 表 明 を
提 出 した郡

選 定 基 準
項 目 １の順 位

選 定 基 準
項 目 2の 順 位

選 定 基 準
項 目 ３の 順 位

総 合 平 均
順 位

1 A l-Qahirah 6 2 2 3.3
2 A l-M udhaffar  ○ 2 1 2 1.7
3 Sala  ○ 6 10 1 5.6
4 A l-Taiziya  ○ 16 14 8 12.7
5  -Saber A l  ○ 16 15 10 13.6
6    &  M ashra'a  ○ 10 15 12 12.2
7 M aawiyah  ○ 18 19 22 19.7
8 Khadeer  ○ 18 13 9 13.2
9 H aifan  ○ 8 6 5 6.3

10  'Same  ○ 16 16 16 15.9
11 A s-Selw  ○ 8 7 17 10.6
12 A sh-Shimayatain  ○ 8 5 5 6.0
13 A l-M aw aset  ○ 6 9 13 9.3
14 A l-M a'afer  ○ 11 14 20 15.1
15 A l-M israkh  ○ 12 8 14 11.3
16 Gabal H abashi 11 11 11 11.1
17 M aqbanah  ○ 21 12 23 18.6
18 A r-Raw nah  ○ 12 9 7 9.4
19 A l-Salam  ○ 4 4 4 4.0
20 A l-M akhaa  ○ 18 20 15 17.7
21  'M aw za 19 21 18 19.3
22 A l-W aziiyah  ○ 13 21 21 18.2
23 D hubab  ○ 16 20 18 17.9

注 ：ハ イライト郡 が、本 計 画 の事 業 対 象 郡 に該 当  
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6-2. 今後のサブディストリクト・学校選定の方法と留意点 
本計画の支援事業では、有効かつ効率的な事業の円滑な実施、及び丁寧かつ適切なモニタリ

ングと評価調査実施を可能とするために、対象 6 郡において支援対象のサブディストリクト数を限

定する。 
具体的には、各郡の状況に応じて、支援に妥当と考えられる数の学校(6 郡総計で 45 校～60

校)とその学校を有するコミュニティ、すなわち直接のパイロット事業実施者となる学校・コミュニティ

を選定し、かつそれらをカバーするサブディストリクトを選定する。 
コミュニティあるいはサブディストリクト及び学校数の選定は、本計画開始後にタイズ州の GEO,

対象 DEO と日本側の双方で協議し決定される。  
選定の第１基準は、同類事業すなわち「住民参加型・学校主導型の地域女子教育の促進事

業」を他ドナーや Social Fund for Development(SFD)や NGO 等が実施していないサブディストリク

トを選定することで、それにより他組織との支援の重複や混乱を避けて、相互補完的な事業となる

よう配慮することが必須である。 
現在、本件と同類の事業実施を進めているのは SFD による Maqbanah 郡の Al Magaisha サブ

ディストリクトで、同サブディストリクトと学校、それを持つコミュニティは、選定候補から外すことにな

る。その他の選定基準は、本案件開始直後にイエメン側との協議により選定される。 
 
 

第7章  支援対象 6 郡の概況 

  
 タイズ州のタイズ市中心部は、首都サナアから 256km (車で約 5時間、飛行機で約 20分)、
南部の旧首都アデンから 167km (車で約 2 時間)のイエメン西南部に位置し、赤道から北部

に 12～14km に位置する。 
最も過ごし易い季節は、一般に冬季の 10 月頃から 4 月頃までといわれ、4~5 月は雨季、

5~9 月は夏季となる。雨季後の 5~6 月は、緑が多い美しい季節とされる。 
他方で、タイズ州全体を見ると、平地・山岳・渓谷・沿岸という多様な地理的特徴をも

つ州であり、平坦部、沿岸部、山岳部、渓谷部等の多様な地理的形状と海抜の相違によっ

て、気温・湿度の差が大きいのが事実である。 
例えば、高度の高い山岳部(High lands)の山頂では、冬季はかなり寒いが夏季は過ごし易

く、逆に沿岸部の夏季は猛暑で外での作業はかなり厳しいものとなる。 
タイズ州内の年間降水量を概観すると、タイズ市近隣においては年間約 260mm 前後、農作物

の栽培（果物、野菜、カートなど）が、比較的容易である地域もある。他方で、市周辺では約 130m
ｍ以下、沿岸部では 50mm 以下にまで減少し、一年を通して空気は乾燥する。 

 本件におけるパイロット事業実施の際に、教育分野の現状以外に考慮すべきことは、こ

うした地理的・気候条件のほかに、郡やコミュニティにより異なる社会・経済活動の把握、

忙繁期・閑散期の把握、イスラム暦によって（太陽暦においては）毎年異動するイスラム

休暇日、宗派と関連するコミュニティの特徴等、が挙げられる。 
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図 7. イエメンの年間降水量 

 
Source: University of Texas, Austin, Perry-Castañeda Library Map Collection 

 

図 8. イエメンの民族・宗派分布図 

 
Source: University of Texas, Austin, Perry-Castañeda Library Map Collection  

Taiz 
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イスラム休暇については、主なものとしてラマダン休暇 (Ramadan、10 月上旬～11 月中

旬あたりの 1 か月（注２））と犠牲祭(Eid al-Adha ,1 月下旬～2 月下旬あたりの約 1 週間(注３）)
があるが、時期の把握は直前まで明確でないので、注意が必要である。 

各 6 郡についての社会・文化・経済情報を含む基礎教育状況・ニーズ把握の詳細調査は、

本案件開始後のベースライン調査によって、専門的観点から実施される予定であるが、本

報告書では、以下、訪問時に得た非常に限定された各 6 郡の概況について述べる。 
 

表 22. 本計画対象 6 郡のサブディストリクト・村・学校の概要 
District 1 2 3 4 5 6

Topic Maawiyah Same' Maqbanah AL Makha Al
Waziiyah Dhubab

Area (㎡） 94,547 34,069 156,659 94,240 70,808 119,550

Distrance from Taiz City(km) 48 30 18 86 86 97

Number of Subdistricts 23 1 29 4 5 1

Subdistrict's Population 142,810 54,710 234,091 75,667 57,547 19,198

Number of Villages 13 21 98 36 29 11

Schools for Basic 80 24 114 45 30 12

Age 6~14 Population 28,434 3,844 46,961 15,148 6,302 3,844

Female Students Grade 1 ~ 9 9,260 4,827 13,515 10,088 3,115 1,357

Male Students Grade 1 ~ 9 15,455 7,238 25,133 10,700 3,244 1,569

Students in Total Grade 1 ~9 24,715 12,065 38,648 20,788 6,359 2,926

Female Teachers for Basic 11 11 8 24 4 2

Male Teachers for Basic 892 297 1,015 290 302 49

Teachers  in Total for Basic 903 308 1,023 314 306 51
Source: 
1) Subdistrict Population (projected by 4.5 % against 1994 Census data) , Areas, Distrance from Taiz city: 
     Statistical Department, Local Board, Jan.2005
2) Name of Subdistricts, Village, Schools, School Age Population (projected by 8% against 1994 Census data)
3) Precipitation, Average temperature: Center of Statistical Organization Taiz Office, 
4) School, students and teachers for basic : Department of Statistics, Evaluation & Follow-up,GEO,2004  
注:1)人口は 1994 年の人口統計（センサス）結果をもとにした予測人口を示す。サブディストリクトの各人口

は年成長率 4.7％、学齢人口（6~14 歳)は年成長率 8%で積算したもの。（州ごとに予測成長率は相違して

おり、国全体では政府は人口の成長率 3.7%で予測人口を算定している） 
 2)2005 年 3 月の週刊誌 “Yemen Observer”での政府発表によると、2004 年末から実施された人口統計

調査の結果は、人口成長率について予測をかなり下回り全国平均 3.2％と報告されている。他方、タイズ

州の統計局事務所の話では、タイズ州の出生率は上記注 1 のとおり、全国平均をかなり上回るものと、把

握されている。 
 

                                                  
（注２）日本旅行社の情報では 2005 年は 10 月 4 日～11 月２日, Source: http://joho.nta.co.jp  

(注３）日本旅行社の情報では 2005 年は 1 月 20 日～1 月２４日, Source: http://joho.nta.co.jp 
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詳細な対象 6 郡の郡毎の、サブディストリクト数・名称、学校数・名称、予測人口、基礎教育学

齢予測人口等については添付参考資料の 9-8「本計画対象 6 郡のサブディストリクト・村・学校詳

細資料」を、6 郡の各 DEO 組織と業務内容については添付参考資料 9-2「タイズ州内 23 郡の教育

従事者数と対象6郡の組織･業務」を、各郡の学校・DEO・LCの地理的位置については収集資料の

「6 郡の学校位置図」を、それぞれ参照のこと。 
 
7-1. Maawiyah 郡 
 タイズ市より西部に 48km の高地にある同郡は、水の問題が深刻な地域である。同郡は

貧困層の多い地域でもあり、コミュニティの結びつきは、全般的にはあまり顕著ではない

が、比較的活発な所とそうでない所の地域差が大きいとされる。 
 基礎教育に関しては、女性教員 1 人あたりの女子児童生徒数が Maqbanah 郡に次いで多

く、女子就学促進に必要とされる女性教員数の不足が、特に深刻な地域である。 
 
7-2 Same 郡 
 海抜 2,000~3,000m になる Same 郡は、タイズ市より 30km だが、岩場のオフロードが続

く山岳山上に村落が点在している。麓の町・村からは、地理的にも交通アクセスの意味か

らも隔離された状況で、独立した生活を営んでいる印象がある。それだけに、コミュニテ

ィの結束は固く、他方で近親婚が多いとされる。 
訪問した Al Makroad 村の基礎学校教員の話では、Same には障害児が比較的多いと観察

され、近親婚が原因だという説もあるという。 
Al Makroad 村は、小さな隔離された山上の村の中に、Al Nowr Hawra 学校一つと、周囲

には 3 つものモスクがあった。学校は共学で低学年期には教室は過密状態である（同報告

書差込の写真を参照）。 
 教師の話によると、Same 郡では、娘が 13 歳頃そして息子が 15 歳頃になると、両親は結

婚適齢期が来たと考えるため、男子も女子も早期婚であり、これをきっかけに特に女子が

中退者となるケースが多いという。 
 水汲み作業を毎日の重要な家庭の手伝いとして従事する女子児童は多く、また男子児童

も高学年になれば都市へ出稼ぎに出て家計を助けるケースが少なくない。そのため、男女

児童生徒ともに、Grade 6~7 に中退者が急増している。 
 なお、Same 郡を管轄する郡教育局（DEO）とローカルカウンシル(LC)は、同郡の西側外

部の Khadeer 郡内に位置する。 
 

7-3 Maqbanah 郡 
タイズ市内から 18km の北西部に位置し、海抜 2,000ｍの山岳農村地域である。地理的条

件のために、比較的平地の学校周辺に暮らす家庭の児童にとって通学は便利で就学者も多

いが、遠く山手に暮らす家族では、通学できない子も多い。 
農業が主な経済活動で、トウモロコシとゴマが主な農産物であり、ヤギなどの家畜飼育

も行う。男性・女性は農作業を分担して行う。家畜飼育や水の運搬なども、互いに作業を
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助け合っている。収穫期などの農繁期には、子どもたちも作業を手伝うのが一般的である。 
貧困層が多い郡ではあるが、コミュニティの結束は強く、訪問した Bani Saleh 村 の Aaid 

Bin Haritha 学校では、コミュニティが増設した教室がいくつかあり、子どもたちがそこで

学んでいた。 
 

表 23. Maqbanah 郡 Bani Sala のｼｰｽﾞﾅﾙｶﾚﾝﾀﾞｰ 

月 主な農作業 状況 

1 月 忙繁期 

2 月 

畑地耕作 

種まき、家畜飼育 忙繁期 

3 月 畑地の水まきと手入れ 多忙期 

4 月 トウモロコシの収穫 多忙期  

5 月 種まき、家畜飼育 多忙期 

6 月 少忙期 

7 月 

畑地耕作 

トラクター耕作は男性が担当  

動物による耕作は女性も行う 
少忙期 

8 月 少忙期 

9 月 
1~2 週間は畑の草抜きと手入れ 

少忙期 

10 月 収穫 忙繁期 

11 月 収穫 忙繁期 

12 月 畑の手入れ 多忙期 

 
 
7-4 Al Makha 郡 
 紅海沿岸の Al Makha 郡はタイズ市内から 94km、車で約 2 時間の所にある。貧困層が非

常に多く、WFP(世界食糧計画)が、一部地域の基礎教育学校で支援を実施している。具体

的には、女子教育の就学促進のモティベーション向上のための、食糧（油と小麦）の支給

を行っている。 
 Al Makha 郡は Dhubab 郡と同様に夏季は猛暑となり、外での作業は非常に困難になると

いわれる。外国人には、マラリアへの注意が必要である。 
 
7-5 Al Waziiyah 郡 
 タイズ市内から 86km, 車で約 1 時間半～2 時間の所。海抜は 1,000~1,500ｍで、所どころ

ヤシの樹が茂る平坦な土地が広がる。運搬用のラクダの飼育が行われており、広域な村落

間を、男の子がラクダに乗って村落間を移動する姿や、また、野性のラクダも見られる。 
 水の問題は深刻で、数年前にローカルカウンシルが努力して敷設したという水パイプが

村内に広がっていたが、水は通っていなかった。広い村から少し離れた場所に井戸があり、

婦人・女子が水汲み作業の従事者となっている。 

同郡の Bani Salah サブディストリ

クトで実施したワークショップで

は、女性の参加者とともに右表のシ

ーズナルカレンダーを作成した。 
これによると、同郡では 1~2 月、

10~11 月が農作業の忙繁期となって

いる。 
女性は男性とともに農作業を行

うが、トラクターの使用は男性のみ

である。家畜飼育は一緒に行う。 
こうした農作業は、子どもたちも

手伝っており、特に収穫期は、親と

ともに畑にでて多くの時間を費や

している。また、女性の中には、編

み物や裁縫で少しの収入を得る者も

いるが、ほぼ趣味の程度である。 
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 他の訪問郡には見られなかった基礎学校で観察された特徴的な事項としては、女子児童

生徒は、まだ Grade 1 や 2（6 歳～7 歳）の段階でありながら既に被り物をして目以外を

覆っていた。これは、教員が男性という直接的原因のほか、教育省女子教育セクター長の

話では、同郡では宗教的に厳格な男性が多く、こうした男子教員が赴任している場合には、

女子児童生徒は低学年から被りものをすることになる、という。 
 女子児童生徒の印象は、他郡に比べ内気な様子であるので、コミュニティ出身者以外の

男性や外国人男性がコミュニケーションをとる場合には、恐怖心を抱かせないなどの配慮

も必要である。 
 
7-6 Dhubab 郡 
 Dhubab 郡はタイズ市内から西部 97km の紅海沿岸に位置し、漁業を主な生業とする漁村

である。漁業以外の経済活動としては、この紅海沿岸を通してアフリカの特にソマリアか

ら、ヤギ、乳牛等が輸入されている。Dhubab は一年の大半が暑い季節を過ごすが、特に最

も暑い 7～9 月は外での作業が非常に困難なほどになるため、家屋内にとどまることが多い

という。 
6 郡中で最も広面積を有するが、人口も基礎学校数も最も少なく、広い地域に点在して

いる。同郡には、フランス語を話すアフリカのジブチからの移民も見られた。 
訪問した Dhubab 村は、周囲を海と山に囲まれ、三つのモスク、一つの学校、一つの病

院、一つのローカルカウンシル、軍隊警備所があった。 
 

表 24. Dhubab 郡 Dhubab 村の女性の一日 

  
 

 

時間 一日の活動 

4:30 

8:30 

お祈り 

数回の朝食準備 

10:00 

 

11:00 

裁縫仕事（内職） 

友達や親戚に会う 

家族のために数回に分けて昼食準備 

12:00 

13:00 

お祈り 

昼食 

ケーキつくり、芋料理 

裁縫で作った服を近所で販売 

のんびり（テレビを観るなど） 

15:00 

 

17:30 

お祈り 

のんびり、友達に会う 

お祈り 

19:00 

19:30 

20:00 

夕食 

お祈り 

就寝 

男性は他郡同様、午後にカートを楽しむが、

Dhubab では女性がカートを噛むのは良くな

いという考えがあり、女性にはその習慣がな

く、ワークショップ参加者の女性でカートを

噛んだことがある者は一人もいなかった。こ

れは、貧困層が多い地で、カートが高価であ

ることも関係していると思われる。 
同郡 Dhubab 村でのワークショップでは、

女性参加者とともに、右のようなデイリース

ケジュール表を作成した。Dhubab の人たちの

朝は早く、夜は短い。女性の一日の活動範囲

は近隣にとどまり、親戚・友人以外とのコミ

ュニティの繋がりは、あまり顕著ではない。

Dhubab の女性は基本的に仕事に従事せず、

外での重労働はない。Dhubab 村では水タンク

販売車が定期的に巡回しており、安くはない

が、住民はそれを購入していたため児童が水

汲み労働に従事する状況は見られなかった。
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女性の中には、裁縫の内職をして小遣い程度の収入を得るものがいたが、一般的ではな

かった。沿岸部であるため、Al Makha 同様、外国人には、マラリアへの注意が必要である。 
 

 

第 8 章 事業のベースライン･エンドライン調査・モニタリングと合同評価 

 
8-1. ベースライン・エンドライン調査 
  ベースライン･エンドライン調査は、事業のインパクトを測るために、科学的かつ客観的な調査

でなければならず、また、分析には定量的かつ定性的な指標が求められる。そのため、ユニセフ

等他ドナーでは同調査を専門機関の専門家に外注しており、本計画においても、社会調査の技

術を有した現地コンサルタントの活用が勧められる。 
  ベースライン･エンドライン調査は PDM の指標を検証するだけではなく、調査対象郡（事業対

象郡と比較郡）の教育課題を綿密に図るための調査項目が設定される必要がある。 
ベースライン･エンドライン調査の基本概要は以下のとおりである。 

 

    表 25. ベースライン・エンドライン調査概要 

調査の主目的 基礎教育･特に女子教育の現状、学校の状況、父母やコミュニティの学校教

育への期待や女子教育への関心などの現状を把握し、それら項目について

の事業実施前と実施後の比較分析により、プログラム・事業実施のインパクト

を測り、かつ成功に導いたメカニズムを見つけ出し、失敗を生んだ原因など

を検証する 

調査手法 質問表調査,インタビュー調査、統計レビュー、観察、ビデオ収録、FGD(フォ

ーカスグループディスカッション) 

調査対象 

（事業サイト及び比較郡） 

教育行政官（GEO、DEO、LB、LC）、学校管理職員(校長など)、父親会・母

親会メンバー 

学校改善委員会メンバー、地域住民、学校施設、女子教員、児童労働削減

に関連する関係者及び施設、その他 

実施予定時期 ベースライン調査：本件開始後より同年 8 月までに実施 

エンドライン調査：本件終了前 5~6 か月前、可能なら終了時評価調査前実施

 

なお、PDM の指標及びベースライン･エンドラインの調査に必要となる純就学率（注４）にかかわる

統計については、教育省の指導のもと現在整備がすすめられている教育統計情報管理システム

(EMIS)事業の教育統計データベースを、2005 年度末ごろより活用することが可能となると見込ま

                                                  
（注４）Net Enrollment Ratios (NER)of Basic Education：基礎教育の純就学率 

NER means the percentage of the children in the age group that officially corresponds to basic education 
schooling, divided by the total population of the same age group. 

基礎教育純就学率は、公式の基礎教育就学年齢に相当する子どもであって基礎教育学校（Grade 
1~9）に就学する子どもの人数を、当該年齢の子どもの人口で割ったもの。 
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れる（GEO 内、統計評価調査部担当）。 
収集資料の「教育統計情報管理システム(EMIS)事業の教育統計データベース・フォーマット」

(アラビア語)を参照。 
 

8-2. モニタリングと合同調整委員会・運営委員会 
  モニタリングは、広義には PDM の内容に照らし合わせて計画実施期間中の３年半において常

に実施されるものであるが、狭義にはモニター要員が具体的なモニタリング項目について調査実

施し、DEO への報告を提出すること、その報告に基づいて本計画内の委員会において検証され、

結果を事業へとフィードバックされることが基本となる。 
  モニタリングの基本概容は、以下のとおりである。 
 

表 26. モニタリング概要 

主目的 PDM と年間活動実施計画に照らして、プログラム・事業の進捗を見、PDM の目標達成、アウト

プット達成を確認する。行政官の技術育成状況と、特に学校提案型、コミュニティ提案型のパ

イロット事業、ワークショップの実施状況等について定期的にモニターし、円滑な実施を指導・

支援する。モニタリング結果は、ＪＣＣ, SC に報告され、フィードバックされ、事業計画の修正や

改善にも活用される。 

方法 行政レベル：日本人専門家が主導的にモニタリングを実施。 

コミュニティレベルと学校レベル：現地雇用のモニタリング要員が実施、DEO へ報告を上げる。

対象 PDM の 3 つのアウトプットに対応して、行政について、コミュニティについて、学校について

の、技術指導・育成状況、パイロット事業実施状況、ワークショップ等実施状況、など。 

実施時期 行政レベル： 毎日、あるいは適宜特に必要な場合 

コミュニティレベルと学校レベル：毎月（DEO に月例報告など） 

 

 

8-3. 合同評価調査 (Joint Evaluation Study of the Program) 
本計画の評価は、PCM 手法に基づきイエメンとの合同調査により実施される。終了時評価は、

エンドライン調査結果が出された後で設定されて、PDM の指標の検証にとどまらない包括的な

計画の五項目評価が実施されることが望ましい。また、事業運営指導調査（中間評価）、事後評

価については、必要な場合に実施される。以下、評価調査の予定時期を示す。 
（１）事業運営指導調査（中間評価調査）：2006 年 12 月頃を予定 
（２）終了時評価調査：2008 年 6 月頃を予定  
（３）事後評価調査：2011 年 11 月頃を予定 

   

五項目評価の基本概念、基本的な検証事項（案）について、添付参考資料 9-10. 「.評価五項

目の基本概念」を参照。 
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第 9 章 添付参考資料 

 
9-1.タイズ州教育局各部署の主要業務と面談結果 
9-2.タイズ州内 23 郡の郡教育局組織と業務概要 
9-3.タイズ州政府組織体制図と職員構成･数 
9-4.沿岸部 Dhubab 郡での課題分析ワークショップ(問題分析･目的分析系図)の結果 
9-5.農村部 Maqbanah 郡での課題分析ワークショップ(問題分析･目的分析系図)の結果 
9-6.都市部 Al Mudhaffar 郡での課題分析ワークショップ(問題分析･目的分析系図)の結果 
9-7.中央教育省での PCM ワークショップ(関係者分析・問題分析･目的分析系図)結果 
9-8.本計画対象 6 郡の選定概容 
9-9.本計画対象 6 郡のサブディストリクト・村・学校資料  
9-10.評価五項目の基本概念 
9-11. 収集資料リスト 
9-12. 訪問組織･面談者・面談目的（2004 年 12 月 16 日～2005 年 3 月 24 日） 
9-13. 調査日程（2004 年 12 月 16 日～2005 年 3 月 24 日） 
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   (1) Maawiyah District Educational Office (DEO) 

Ｏrganizational Structure Responsablities of the offices

Other Note: 

Source: Answer to Questionnaire & Interview surveys
January, 2005

Girls' education 
promotion None

Curriculum development None 

Communication between 
school and parents None

Community development None 

Follow-up of drop-out 
children None

School Activities 
Section

Tasks of work Section in charge of the work in the DEO

Special education None 

Inspectorate 
Section

Private schools for basic 
education   None 

Quran (Islamic) schools for 
basic education   8 schools

General Education 
SectionStatistics Section

Type of school Number of schools
Public schools for basic 
education   60 schools in total

Project Section Income & Supplies 
Section

Total number of staff 24

・Supervision of educaitonal process at Quran schools

Quran Schools 
Section Training & 

Requalifying 
Section

Project Section 2 ・Support the school projects in district

Statistics Section 1 ・Statistical works for employers at schools in district

Private Educaiton 
Section School Activities Section 1 ・Support for exhibition and ceremonies at schools

Examination 
Section

Private Education Section 2 ・Supervision of educaitonal process at private schools

Quran Schools Section 1

Monitoring Section Inspectorate Section 2
・Support for technical inspectors
・Send the inspectors to school for monitoring and reporting

Income and Supplies 
Section 1

・Receive the curriculum and eductional materials from GEO
・Distribute the curriculum and educaitonal materials to 
schoolsLegal Affairs

General Education Section 1
・Teacher's allocation plan making
・Send teachers to schools

Examination Section 4
・Recordthe examinatin result 
・Issue the certificate

Salary Section Training and Requalifying 1 ・Arrange the in-service training courses for teachers

Legal Affairs 1 ・Deal with issues or problems so as to resolve them

Personnel Affairs Monitoring Section 2
・Monitor theteachers works 
・Send reports about the absence of teachers to GEO

Personnel Affairs 3
・Monitor the attendance of workers
・Arrangement of salary payment

Sectretary 
Section Salary Section 1

・Preparation of salaries summary 
・Salary payment works

Office, Section staff
(person) Main responsablities

Ｄｉｒｅｃｔｏｒ

District Education 
Office
DEO

DEO Director's Office ・Oversee whole the organization and each sections
・Report to GEO, receive reports from schools

Secretary Section 1
・Handle correspondence or letters 
・Appointment arrangement for directors
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   (2) Same’ District Educational Office (DEO) 

 

 
Ｏrganizational Structure Responsablities of the offices

Other Note: 

Source: Answer to Questionnaire & Interview surveys
January, 2005

Education Section

Training & 
Requalification

 Section

Quran
 Memoraizatoin

Curriculum development

Communication between 
school and parents

Follow-up of drop-out 
children

Special education

Statistics Section

School Activities 
Section

Quran Momorization

None 

Girls' education 
promotion None 

None 

None 

Private schools for basic 
education

None 

Community development None 

None 

Quran (Islamic) schools for 
basic education  3 schools in total

Tasks of work Section in charge of the work in the DEO

Type of school Number of schools
Public schools for basic 
education 14 schools in totalExamination Section

Legal Affairs

Project Section

Monitoring
 Section

1

Total number of staff 18

・Follow-up for education at Islamic, Quran schools

Project Section 1
・Project implementation, making project reports
・Make proposal for new project

Inspectorate 
 Section Monitoring Section 6

･Monitor the all educational process in DEO and schools
・Make reports about the above

Training & Requalification 
Section (in-service training) 1

・In-service teachers training planning 
・Arrangement for participating into training course

Examintion Section 1 ・Collect the examination result and record them

Personnel Affairs
Legal Affairs 1

・Consultation and moderation about problems, providing 
legal opinions and advices to solve them

Inspectorate Section 2
・Review and evaluate the educational process at schools 
・Monitor and evaluate teachers at school

School Activites Section 1
・Monitor and follow-up activities such as arts and sports
・Coordination between parents-school communication

Statistics Section 1
・Statistic survey for needs finding in terms of teachers, 
school and students

Ｄｉｒｅｃｔｏｒ

District Education Office
DEO

Education Section 1
・Making educational plan based on the GEO announcement 
・Teachers allocation according to the plan

Personnel Affairs 1
・Arrangement for Teachers assignment and movement
・Making monthly salary reports

Office, Section staff(person) Main responsablities

DEO Director's Office 1
・Oversee whole the organization and each sections
・Report to GEO, receive reports from schools
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(3)Maqbanah District Educational Office (DEO) 

 

 

Ｏrganizational Structure Responsablities of the offices

Other Note: 

Source: Answer to Questionnaire & Interview surveys
January, 2005

・Support the general examinations
・Arrangement examination, recive and record the results

Financial Affairs

Girls' education 
promotion

Education Section

Project Section 3
・Project implementation, making project reports
・Make proposal for new project

･Making reports about necessary measures so as to 
solve the educational problems

Training & Requalifying 
Section (in-service training) 1

・Statistic survey for needs finding in terms of teachers, 
school and students

・Record of personnel information of staff

Monitoring Section 2

Archive Section 1

2

1

2
・Accounting works
・Making budget proposal & plan
・Collecting school fees from school

Ｄｉｒｅｃｔｏｒ

District Education Office
DEO

Office, Section staff(person) Main responsablities

Deputies and consultants 7 ・Assistance and consulation works for Director

DEO Director's Office 1
・Follo-up and monitoring all sections of the 
organization
・Communicate with ouside including GEO

2
・Making educational plan based on the GEO 
announcement 
・Teachers allocation according to the plan

Personnel Affairs 2
・Arrangement and support the Teachers assignment 
・Salary payment and monthly salary report making

Education Section

Personnel Affairs

Deputy and 
consultants

Education Section

Statistics Section

Examintion Section

・Review and evaluate the educational process at 
schools 
・Monitor and evaluate teachers at school

School Activites Section 2
・Follow-up of educational, cultural and sports 
competition
・Communication with fathers & mothers councils

Inspectorate and Curriculum 
Section 2

・Name listing of teachers who need to be trained 
・Arrangement of training in the training center in district

Storage 1
・Receive educational materials and textbooks from 
GEO to distribute them to schools

School Administration Section 1 ・Evaluate school administration and management

Project Section 32

Legal Affairs 1
・Consultation and moderation about problems, 
providing legal opinions and advices to solve them

Representative 1
・Follow-up and oversight of whole educational process
・Communicate with outside

Representative

Private schools for basic 
education None 

Storage

Total number of staff

Financial Affairs
Legal Affairs

Quran (Islamic) schools for 
basic education 9 schools in total

Type of school Number of schools
Public schools for basic 
education 68 schools in total

Community development DEO 

Follow-up of drop-out 
children None 

Special education None 

Tasks of work Section in charge of the work in the DEO

Curriculum development None 

Communication between 
school and parents

Activities Section

Archive Section

Monitoring Section

Training & 
Requalifying

 Section

School 
Administration

Section

Inspectorate & 
Curriculum Section

School Activities 
Section

Statistics Section

Examiniation Section
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    (4) Al Makhaa District Educational Office (DEO) 

 

Ｏrganizational Structure Responsablities of the offices

Other Note: 

Source: Answer to Questionnaire & Interview surveys
January, 2005

Secretary

Education 
Section

・Monitor and follow-up activities such as arts and 
sports
・Coordination between parents-school 
communication

・Exmaniation plans implementation based on the 
general education policy
・Collect the examination result and record them

Statistics Section 1
・Statistic survey for needs finding in terms of teachers, 
school and students

Examintion Section 1

Financial Affairs 1
・Financial management of whole DEO
・Admission of enrollment of children into basic school 
・Collecting school fees from school

Curriculum development None 

None 

Public schools for basic 
education
Private schools for basic 
education

None 
Follow-up of drop-out children

Girls' education 
promotion

Activities Section

Communication between school 
and parents Activities Section

None 

Number of schools

13 schools in total

None 

2 schools in total

Type of school

Community development

Special education

Ｄｉｒｅｃｔｏｒ

District Education Office
DEO

Inspectorate Section

Statistics Section

Examination Section

Financial 
Representative

School Activities
Section

 Secretary for Director

・Arrangement and support the Teachers assignment 
・Salary payment arrangement for Teachers

・Review and evaluate the educational process at 
schools 
・Inform the new teaching technique or materials

・Payment of the salary for officers
・Ｄistribution of the salary for teachers

Office, Section

DEO Director's Office 

Main responsablities

・Oversee whole the organization and each sections
・Report to GEO, receive reports from schools

・Sectretary works for Director: handling correspondenc

・Making educational plan based on the GEO 
announcement 
・Teachers allocation according to the plan

1

Statistics
Section

Salary Section

Monitoring Section
(including Audit)

Training Section

Financial 
Affairs

Education Section

School Activites Section 

Personnel Affairs

Inspectorate Section

Quran (Islamic) schools for basic 
education

Tasks of work Section in charge of the work in the DEO

staff(person)

1

1

1

Training & Requalifying Section
 (in-service)

1

1

Financial Representative

Total number of staff

・Oversee whole the financial issues and works at DEO

13

1

Personnel Affairs

・Ｖｉｓｉｔ school for needs surveys
・Support teachers training based on the needs

Salary Section

Monitoring Section ･Monitor the financial managemnt of each setions in 
DEO　・Legal affairs

1

1

1
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  (5) Al Waziyah District Educational Office 

Ｏrganizational Structure Responsablities of the offices

Other Note: 

Source: Answer to Questionnaire & Interview surveys
January, 2005

Ｄｉｒｅｃｔｏｒ

District Education Office
DEO

Office, Section staff(person) Main responsablities

DEO Director's Office 1
・Oversee whole the organization and each sections
・Report to GEO, receive reports from schools

Education Section 1
・Making educational plan based on the GEO announcement 
・Teachers allocation according to the plan

Personnel Affairs 1
・Arrangement and support the Teachers assignment 
・Salary payment arrangement for Teachers

Teachers Affairs 1
・Allocation of teacher to schools
・Salary payment works for teachers

・Ｖｉｓｉｔ school for needs surveys
・Support teachers training based on the needs

Personnel Affairs

School Activites Section 1
・Monitor and follow-up activities such as arts and sports
・Coordination between parents-school communication

Education Section
Statistics Section 1

・Statistic survey for needs finding in terms of teachers, school 
and students

Examintion Section

・Management of educational projects in the district

Planning Section 1 ･Making general management plans of DEO

・Exmaniation plans implementation based on the general 
education policy
・Collect the examination result and record them

Financial Affairs 1
・Financial management of whole DEO
・Admission of enrollment of children into basic school 
・Collecting school fees from school

1

Teachers Affairs

Project Section 1

Teacher's Training Section 
(in-service) 1

Examination Section

Statistics Section

School Activities 
Section

Total number of staff 11

Teacher's Training 
Section

Type of school Number of schools
Public schools for basic 
education 15 schools in total

Project Section

Financial Affairs

Private schools for basic 
education None 

Quran (Islamic) schools for 
basic education None 

Tasks of work Section in charge of the work in the DEO

Special education None 

Community development None 

Communication between 
school and parents None 

Follow-up of drop-out 
children None 

Curriculum development None 

Girls' education 
promotion None 
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  (6) Dhubab District Educational Office (DEO) 

 

Ｏrganizational Structure Responsablities of the offices

Other Note: 

Source: Answer to Questionnaire
 & Interview surveys, January, 2005

Office, Section staff
(person) Main responsablities

DEO Director's Office 1

・Oversee whole the organization and each 
sections
・Report to GEO receive reports from schools

Examintion Section 1

・Exmaniation plans implementation based on the 
general education policy
・Collect the examination result and record them

Ｄｉｒｅｃｔｏｒ

District Education 
Office
DEO

Education 
Section

Education Section 1
・Distribute teachers to schools, 
・Follow-up of teachers

Examiniation 
Section

Monitoring Section 1
・Administratiive and financial inspection
・Complains management

Inspectorate Section 2
・Evaluation of teachers and help them to 
improve their quality and level as teachers

1
・Data collection of statistics of schools
・Appoint a representative at school

Total number of staff 9

Monitoring
Section

Type of school Number of schools

Personnel Affairs Public schools for basic 
education Grade 1 ~ 6: 8 schools, Grade 1 ~ 9; 3 (11 in total) 

Private schools for basic 
education None 

Training & 
Requalifying 

Section

Quran (Islamic) schools for 
basic education None 

Tasks of work Section in charge of the work in the DEO

Special education None 

Statistics Seciton Community development None 

Follow-up of drop-out 
children None 

Inspectorate 
Section

Curriculum development None 

Communication between 
school and parents None 

Girls' education 
promotion None 

Personnel Affairs 1
・Monitor the workers performance, absence and 
presence

Trainng and Requalifying 
Section 1

・Inservice training and requalification of 
teachers

Statistics Section
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9-3.タイズ州地方行政組織体制と職員構成 

 

Source: Local Authority, Tai'zz Governorate
Februray, 2005

計 258

州政府職員(人）

General Department
for administrative &

financial affairs

他組織出向者

44

110

53

19

8

12

12

Security Director in
Governor Office

管理職員

一般事務職員

技術専門職

エンジニア

作業員･運転手等

新規採用職員

Governor　Deputy
副知事

General Security

Governor Agent

Monitoring &
Colllection

General Department
for financial resources

Women's
Development

General Department
for duties of charities

General Department
for administrative

development,
research & training

Monitoring for
collecting Charities

resources

Training for
awareness of

charity

General Department
for technical
 secretary &
follow-up

Statistics

Archive and
Files

Technical secretary
& follow-up 2

Technical secretary
& follow-up 3Trainig

Development

Inforamation

General
Communication

Financial Affair

Budget & planning
committee

Governor Office

Internal Monitoring &
Inspection Department

Technical Department
for Supporting the local

contribution

Shared Resources

Personnel 

Data Technical secretary
& follow-up 1

Accountign for
Charities
resources Adminisrative

development

General Department
for data, statistics and

archive

General
Department

for information &
general

communication

Governor
知事

Executive Office

Executive Office
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